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（
460
）	

前
掲
「
旧
制
立
教
大
学
卒
業
生
の
教
員
免
許
取
得
状
況
に
つ
い
て
」
の

【
表
2
】
参
照
。「
教
員
免
許
台
帳
（
高
等
学
校
・
無
試
験
）」
の
う
ち
、
免

許
事
由
欄
に
立
教
大
学
卒
業
と
記
載
さ
れ
た
免
許
取
得
者
の
状
況
を
一
覧
に

し
た
も
の
。

（
461
）	

「
教
員
免
許
台
帳
（
高
等
学
校
・
無
試
験
）　

一
の
〇
六
」（
国
立
公
文
書
館

所
蔵
）。

（
462
）	

『
遠
山
郁
三
日
誌
』
四
四
五
頁
。

（
463
）	

『
文
部
省
年
報
』
の
卒
業
生
の
卒
業
後
約
一
年
が
経
過
し
た
時
点
で
の
状

況
欄
（
進
路
の
状
況
）
に
掲
載
さ
れ
た
数
値
と
な
る
。『
文
部
省
年
報
』
の

こ
の
欄
に
立
教
大
学
の
情
報
の
掲
載
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
二
五
年
度
の
第

五
三
年
報
で
あ
り
、
こ
れ
は
前
年
一
九
二
四
年
度
卒
業
者
に
つ
い
て
の
進
路

を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
四
三
年
度
の
第
七
一
年
報
に
掲
載
さ

れ
た
一
九
四
二
年
度
卒
業
者
の
状
況
ま
で
は
連
続
し
て
掲
載
さ
れ
た
（『
文

部
省
年
報
』
で
は
、
そ
の
後
一
九
四
四
年
度
、
四
五
年
度
に
は
こ
の
欄
自
体

が
掲
載
さ
れ
ず
、
四
六
年
度
の
第
七
十
四
年
報
、
四
七
年
度
の
第
七
十
五
年

報
で
欄
は
再
び
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
戦
後
の
二
つ
の
年
度

に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
卒
業
生
の
卒
業
年
度
の
記
載
が
な
い
た
め
、
今

回
の
検
討
に
は
含
め
な
い
こ
と
と
し
た
）。
卒
業
者
の
進
路
に
関
す
る
欄
で

は
、
そ
の
内
訳
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
っ
た
が
、「
行
政
官

吏
」「
司
法
官
吏
」「
技
術
官
吏
」「
陸
軍
幹
部
候
補
生
及
兵
役
」「
陸
海
軍
軍

医
」「
学
校
職
員
」「
公
吏
」「
病
院
医
員
」「
弁
護
士
」「
銀
行
・
会
社
員
」「
新

聞
雑
誌
記
者
」「
職
業
未
定
又
ハ
不
詳
ノ
者
」
な
ど
が
、
継
続
し
て
み
ら
れ

る
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
た
。

（
464
）	

『
文
部
省
年
報
』
第
七
十
一
年
報
。

（
465
）	

『
文
部
省
年
報
』
第
六
十
六
年
報
。

（
466
）	

一
九
一
一
年
一
〇
月
二
〇
日
文
部
省
告
示
第
二
四
二
号
（『
官
報
』
第
八

五
〇
一
号
、
一
九
一
一
年
一
〇
月
二
〇
日
）。

（
467
）	

「
文
学
部
の
更
正
を
望
む
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
六
号
、
一
九
三
一
年

二
月
一
九
日
）
二
面
。

（
注　

第
五
章
）

（
1
）	

「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
ヲ
定
ム
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

1401146600

「
公
文
類
聚
・
第
六
十
七
編
・
昭
和
十

八
年
・
第
百
一
巻
・
学
事
一
・
学
制
・
教
育
費
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
」
は
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
二
日
閣

議
決
定
。
こ
れ
に
伴
う
諸
通
牒
・
発
表
等
に
つ
い
て
は
、
文
政
研
究
会
『
文

教
維
新
の
綱
領
』（
新
紀
元
社
、
一
九
四
四
年
四
月
。
一
九
四
四
年
九
月
増
補

訂
正
二
版
）
の
「
附
録
「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
」
に
伴
ふ
文

部
当
局
発
表
抄
」、『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』（
第
七
巻
、
大
日
本
雄
弁
会

講
談
社
、
一
九
五
六
年
）
参
照
の
こ
と
。

（
2
）	

一
九
三
八
年
八
月
二
三
日
勅
令
第
五
九
九
号
「
学
校
卒
業
者
使
用
制
限

令
」（『
官
報
』
第
三
四
九
三
号
、
一
九
三
八
年
八
月
二
四
日
）。
広
重
徹
『
科

学
の
社
会
史
』（
下
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
九
頁
。
底
本
は
『
科
学

の
社
会
史
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
年
）。

（
3
）	

前
掲
『
科
学
の
社
会
史
』
下
巻
、
一
二
～
一
七
頁
。

（
4
）	

同
右
、
一
五
頁
。

（
5
）	
中
島
寧
綱
、
労
働
省
職
業
安
定
局
監
修
『
職
業
安
定
行
政
史
』（
社
団
法
人

雇
用
問
題
研
究
会
、
一
九
八
八
年
）
一
四
四
頁
。

（
6
）	

前
掲
『
科
学
の
社
会
史
』
下
巻
、
一
五
頁
。

（
7
）	

た
だ
し
、
一
九
三
七
年
度
か
ら
航
空
学
科
の
新
設
や
京
城
帝
国
大
学
理
工
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学
部
設
置
に
と
も
な
う
予
科
開
設
な
ど
は
あ
っ
た
。

（
8
）	

米
田
俊
彦
『
野
間
教
育
研
究
所
紀
要　

第
四
三
集　

教
育
審
議
会
の
研
究　

高
等
教
育
改
革
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
二
八
頁
。

（
9
）	
前
掲
『
科
学
の
社
会
史
』（
下
巻
、
一
六
～
一
七
頁
）
の
表
一
四
参
照
の
こ

と
。
官
立
の
専
門
学
校
二
一
校
（
高
等
工
業
学
校
七
校
の
新
設
や
、
七
帝
国

大
学
と
六
医
科
大
学
の
一
三
の
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
設
置
な
ど
）、
私

立
の
専
門
学
校
四
校
で
、
大
学
で
は
官
立
大
学
の
九
州
帝
国
大
学
理
学
部
の

設
置
、
名
古
屋
帝
国
大
学
の
開
設
と
、
私
立
大
学
の
藤
原
工
業
大
学
の
開
設

が
一
九
三
九
年
度
の
出
来
事
と
な
る
。

	

　

一
九
三
九
年
度
に
七
校
の
工
業
専
門
学
校
（
室
蘭
、
盛
岡
、
多
賀
、
大
阪
、

宇
部
、
新
居
浜
、
久
留
米
の
各
高
等
工
業
学
校
）
が
新
設
さ
れ
た
具
体
的
な

経
過
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
野
間
教
育
研
究
所
紀
要
第
四
三
集　

教
育
審
議

会
の
研
究　

高
等
教
育
改
革
』
四
二
九
～
四
三
五
頁
参
照
の
こ
と
。
な
お
、

実
業
専
門
学
校
と
専
門
学
校
は
一
九
〇
三
年
～
一
九
四
二
年
度
ま
で
は
別
の

校
種
。
一
九
四
三
年
の
専
門
学
校
令
改
正
に
よ
り
、
実
業
専
門
学
校
と
専
門

学
校
の
区
別
は
な
く
な
っ
た
。

（
10
）	

前
掲
『
野
間
教
育
研
究
所
紀
要　

第
四
三
集　

教
育
審
議
会
の
研
究　

高

等
教
育
改
革
』
四
二
七
～
四
二
八
頁
。

（
11
）	

「
技
術
者
及
熟
練
工
養
成
方
策
ニ
関
ス
ル
件
ヲ
定
ム
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.A
14100613300

「
公
文
類
聚
・
第
六
十
一
編
・

昭
和
十
二
年
・
第
七
十
七
巻
・
産
業
四
・
工
業
・
鉱
業
・
博
覧
会
・
雑
載
」

国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。
前
掲
『
野
間
教
育
研
究
所
紀
要　

第
四
三
集　

教

育
審
議
会
の
研
究　

高
等
教
育
改
革
』
四
二
八
～
四
二
九
頁
参
照
。

（
12
）	

前
掲
「
技
術
者
及
熟
練
工
養
成
方
策
ニ
関
ス
ル
件
」
中
の
参
考
「
技
術
者

及
熟
練
工
養
成
方
策
要
綱
（
昭
和
一
二
、
七
、
一
二
）」。
前
掲
『
野
間
教
育

研
究
所
紀
要　

第
四
三
集　

教
育
審
議
会
の
研
究　

高
等
教
育
改
革
』
四
二

八
～
四
二
九
頁
参
照
。
た
だ
し
、
米
田
俊
彦
は
、（
一
）
と
（
二
）
を
示
し

て
文
部
省
案
と
し
て
い
る
が
、
原
典
で
は
（
一
）
と
（
三
）
の
み
文
部
省
案

と
記
載
さ
れ
て
い
て
、（
二
）
と
（
四
）
に
は
そ
の
記
載
が
な
く
、（
二
）
と

（
四
）
は
文
部
省
以
外
（
具
体
的
に
は
こ
の
時
点
で
の
企
画
庁
）
か
ら
の
案

で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）	

文
部
省
科
学
研
究
費
の
創
設
と
展
開
を
は
じ
め
、
戦
時
中
の
研
究
費
の
膨

張
の
過
程
、
そ
し
て
科
学
動
員
の
歴
史
全
般
に
つ
い
て
は
、
広
重
徹
『
科
学

の
社
会
史
』
上
巻
、
下
巻
（
岩
波
書
店
、
上
巻
は
二
〇
〇
二
年
、
下
巻
は
二

〇
〇
三
年
）。
底
本
は
『
科
学
の
社
会
史
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
年
）

参
照
の
こ
と
。

（
14
）	

日
本
科
学
史
学
会
編
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
』（
第
四
巻
（
通
史
四
）
第

一
法
規
出
版
、
一
九
六
六
年
）
三
二
九
～
三
三
五
頁
。

（
15
）	

前
掲
『
科
学
の
社
会
史
』
上
巻
、
二
〇
三
頁
。

（
16
）	

前
掲
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
』
第
四
巻
（
通
史
四
）
三
二
九
～
三
三
五

頁
。

（
17
）	

前
掲
『
野
間
教
育
研
究
所
紀
要　

第
四
三
集　

教
育
審
議
会
の
研
究　

高

等
教
育
改
革
』
四
六
八
～
四
六
九
頁
。

（
18
）	

「
高
等
教
育
ニ
関
ス
ル
件
」（「
公
文
雑
纂
・
昭
和
十
五
年
・
第
三
巻
・
内

閣
・
各
種
調
査
会
一
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。
清
水
康
幸
、
前
田
一
男
、

水
野
真
知
子
、
米
田
俊
彦
編
著
『
野
間
教
育
研
究
所
紀
要　

第
三
四
集　

資

料　

教
育
審
議
会
（
総
説
）』（
講
談
社
、
一
九
九
一
年
）
一
五
七
～
一
六
三

頁
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）	

前
掲
『
野
間
教
育
研
究
所
紀
要　

第
四
三
集　

教
育
審
議
会
の
研
究　

高

等
教
育
改
革
』
四
六
二
～
四
六
三
頁
。
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な
お
、
東
京
帝
国
大
学
に
第
二
工
学
部
が
設
置
さ
れ
た
の
は
一
九
四
二
年

三
月
二
五
日
勅
令
第
二
一
五
号
（『
官
報
』
第
四
五
六
〇
号
、
一
九
四
二
年

三
月
二
五
日
）、
名
古
屋
帝
国
大
学
の
理
工
学
部
か
ら
理
学
部
が
分
離
独
立

し
た
の
は
、
一
九
四
二
年
三
月
二
六
日
勅
令
第
二
三
七
号
（『
官
報
』
第
四

五
六
一
号
、
一
九
四
二
年
三
月
二
六
日
）
に
よ
る
。

（
20
）	

臨
時
委
員
と
し
て
文
部
省
実
業
学
務
局
の
小
笠
原
豊
光
が
名
を
連
ね
て
い

た
。

（
21
）	

商
工
省
生
産
管
理
委
員
会
編
『
工
業
教
育
ヲ
中
心
ト
シ
テ
見
タ
我
国
教
育

制
度
ノ
改
善
』（
日
本
工
業
協
会
、
一
九
三
八
年
九
月
）
二
三
～
二
五
頁
。

（
22
）	

前
掲
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
』
第
四
巻
（
通
史
四
）
二
四
一
～
二
四
五

頁
。

（
23
）	

同
右
、
二
四
三
頁
。

（
24
）	

明
石
陽
至
編
集
解
説
『
榊
原
家
所
蔵　

南
方
軍
軍
政
総
監
部
関
係
文
書
』

第
一
巻
（
龍
溪
書
舎
、
二
〇
〇
四
年
）
一
二
六
～
一
二
七
頁
。

（
25
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
六
月
二
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

五
九
～
一
六
〇
頁
）。

（
26
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
一
月
三
〇
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

五
〇
頁
）。

（
27
）	

た
と
え
ば
、「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
一
一
月
七
日
条
（『
遠
山
郁

三
日
誌
』
二
〇
六
～
二
〇
七
頁
）。

（
28
）	

以
下
、
本
項
の
記
述
は
、
奈
須
恵
子
「
立
教
大
学
に
お
け
る
教
育
と
戦
争

―
戦
時
動
員
と
教
育
の
変
容
に
過
程
に
着
目
し
て
―
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』

第
三
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
七
四
～
一
一
五
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
29
）	

同
右
の
【
表
1
】（
一
〇
五
頁
）
参
照
。
学
校
教
育
に
関
す
る
戦
時
動
員
政

策
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
に
基
本
的
な

資
料
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
通
牒
類
な
ど
も
含
め
て
、
戦
時
動
員
政
策
を
解

説
し
た
福
間
敏
矩
『
学
徒
動
員
・
学
徒
出
陣
―
制
度
と
背
景
―
』（
第
一
法
規

出
版
、
一
九
八
〇
年
、
増
補
版
は
一
九
九
三
年
）、
同
『
集
成
学
徒
勤
労
動

員
』（
ジ
ャ
パ
ン
総
研
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
30
）	

前
掲
『
学
徒
動
員
・
学
徒
出
陣
―
制
度
と
背
景
―
』
三
頁
。
一
九
三
七
年

八
月
二
四
日
閣
議
決
定
「
国
民
精
神
総
動
員
実
施
要
綱
」
は
、JA

C
A

R

（
ア

ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.A
05020313800

「
種
村
氏
警
察
参
考
資
料

第
一
三
二
集
」「
国
民
精
神
総
動
員
ニ
関
ス
ル
件
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

中
に
綴
り
込
ま
れ
て
い
る
。

（
31
）	

前
掲
『
学
徒
動
員
・
学
徒
出
陣
―
制
度
と
背
景
―
』
三
頁
。

（
32
）	

同
右
、
二
二
頁
。

（
33
）	

前
掲
『
集
成
学
徒
勤
労
動
員
』
三
八
七
～
三
八
八
頁
。

（
34
）	

一
九
四
一
年
一
一
月
二
二
日
勅
令
第
九
九
五
号
「
国
民
勤
労
報
国
協
力

令
」（『
官
報
』
第
四
四
六
三
号
、
一
九
四
一
年
一
一
月
二
二
日
）、
一
九
四
一

年
一
二
月
一
日
厚
生
省
・
文
部
省
令
第
三
号
「
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
施
行

規
則
」（『
官
報
』
第
四
四
七
〇
号
、
一
九
四
一
年
一
二
月
一
日
）。

（
35
）	

東
京
大
学
史
史
料
室
編
『
東
京
大
学
の
学
徒
動
員
・
学
徒
出
陣
』（
一
九
九

九
年
）
三
八
～
三
九
頁
。

（
36
）	

一
九
四
三
年
六
月
一
八
日
勅
令
第
五
一
五
号
「
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
」

改
正
（『
官
報
』
第
四
九
二
九
号
、
一
九
四
三
年
六
月
一
九
日
）。

（
37
）	

前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
二
二
二
～
二
二
四
頁
。

（
38
）	
一
九
四
四
年
一
月
一
八
日
閣
議
決
定
「
緊
急
学
徒
勤
労
動
員
方
策
要
綱
」

（
前
掲
『
集
成
学
徒
勤
労
動
員
』
六
八
～
七
〇
頁
）。

（
39
）	

一
九
四
四
年
二
月
二
五
日
閣
議
決
定
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
」（『
近
代
日

本
教
育
制
度
史
料
』
第
一
巻
、
講
談
社
、
一
九
六
四
年
、
一
七
六
～
一
七
九
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頁
）。
一
九
四
四
年
三
月
七
日
閣
議
決
定
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
ニ
基
ク
学

徒
動
員
実
施
要
綱
」（
前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
三
〇
～

三
三
頁
）、
一
九
四
四
年
三
月
三
一
日
発
体
六
八
号
「
決
戦
非
常
措
置
ニ
基

ク
学
徒
動
員
実
施
要
綱
ニ
依
ル
学
校
種
別
学
徒
動
員
基
準
ニ
関
ス
ル
件
」（
前

掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
三
四
～
四
〇
頁
）。

（
40
）	

一
九
四
四
年
八
月
二
三
日
勅
令
第
五
一
八
号
「
学
徒
勤
労
令
」（『
官
報
』

第
五
二
八
三
号
、
一
九
四
四
年
八
月
二
三
日
）。

（
41
）	

前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
、
二
七
三
～
二
七
四
頁
。

（
42
）	

一
九
四
五
年
五
月
二
二
日
勅
令
第
三
二
〇
号
「
戦
時
教
育
令
」（『
官
報
』

第
五
五
〇
四
号
、
一
九
四
五
年
五
月
二
二
日
）。

（
43
）	

立
教
大
学
に
は
残
念
な
が
ら
、
勤
労
動
員
の
実
態
を
解
明
す
る
手
が
か
り

と
な
る
「
出
動
令
書
」
な
ど
の
文
書
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
は
残
さ
れ
て
は
い

な
い
。
学
内
文
書
で
は
、
後
述
の
一
九
四
三
年
「
学
校
報
国
隊
協
力
申
込

書
」
が
ほ
ぼ
唯
一
残
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
時
代
の
記

録
と
し
て
の
『
立
教
学
院
学
報
』、『
立
教
大
学
新
聞
』
の
記
事
や
、「
遠
山

郁
三
日
誌
」
の
記
載
、
ま
た
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』（
資
料
編
）
そ
の

他
に
残
さ
れ
た
回
想
か
ら
、
あ
る
程
度
ま
で
の
勤
労
動
員
先
、
動
員
期
間
、

人
数
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
奈
須
恵
子
「
立
教
大
学
に
お

け
る
教
育
と
戦
争
―
戦
時
動
員
と
教
育
の
変
容
に
過
程
に
着
目
し
て
―
」

（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
三
号
）
の
【
表
2
】（
一
〇
六
～
一
一
五
頁
）
参
照
。

（
44
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
六
月
二
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三

九
頁
）。
課
長
会
で
の
学
生
課
長
阿
部
三
郎
太
郎
（
予
科
教
授
で
学
生
課
長

兼
務
）
の
報
告
。
学
長
と
人
事
課
長
は
こ
れ
を
承
認
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。

（
45
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
八
月
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
七

三
頁
）。

（
46
）	

一
九
四
一
年
七
月
二
八
日
発
体
一
一
二
号
「
青
少
年
学
徒
国
防
事
業
協
力

ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
『
集
成
学
徒
勤
労
動
員
』
三
九
二
～
三
九
三
頁
）。

（
47
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
八
月
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
七

二
頁
）。

（
48
）	

一
九
四
一
年
八
月
八
日
文
部
省
訓
令
第
二
七
号
（『
官
報
』
第
四
三
七
六

号
、
一
九
四
一
年
八
月
八
日
）。
同
年
八
月
八
日
発
専
一
六
六
号
「
学
校
報

国
団
ノ
隊
組
織
確
立
並
ニ
其
ノ
活
動
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
『
集
成
学
徒
勤
労

動
員
』
三
九
四
～
三
九
五
頁
）。

（
49
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
八
月
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
七

二
頁
）、「
遠
山
郁
三
日
誌
」
同
年
九
月
一
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

七
八
頁
）。

（
50
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
九
月
二
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

八
六
頁
）。

（
51
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
四
月
一
三
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

七
七
頁
）。

（
52
）	

「
有
事
即
応
の
臨
戦
態
勢　

立
教
大
学
尽
忠
隊
編
成
な
る
」（『
立
教
大
学
新

聞
』
一
九
四
一
年
一
〇
月
一
日
一
面
）。
こ
の
記
事
の
中
の
編
成
表
は
、『
立

教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
四
五
一
頁
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

（
53
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
一
月
一
四
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

四
三
頁
）、「
遠
山
郁
三
日
誌
」
同
年
一
月
二
七
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』

二
四
八
頁
）。
な
お
、「
遠
山
郁
三
日
誌
」
同
年
二
月
三
日
条
（『
遠
山
郁
三

日
誌
』
二
五
一
頁
）
に
は
「
尽
忠
隊
耐
寒
行
軍
の
件
」
と
あ
る
が
、「
遠
山

郁
三
日
誌
」
同
年
三
月
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
六
二
頁
）
に
は
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「
報
国
隊
防
護
業
務
計
画
提
出
さ
る
」
と
あ
り
、
こ
の
間
に
名
称
変
更
が
決

定
し
た
可
能
性
が
高
い
。

（
54
）	
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
九
月
二
六
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
五

六
頁
）。「
本
学
特
設
防
護
団
規
約
成
る
」
と
あ
る
。

（
55
）	

一
九
四
三
年
六
月
四
日
官
体
五
九
「
今
夏
（
季
）
ニ
於
ケ
ル
学
校
報
国
隊

ノ
勤
労
協
力
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
『
集
成
学
徒
勤
労
動
員
』
四
二
四
～
四
二

五
頁
）。

（
56
）	

一
九
四
三
年
六
月
二
一
日[

庶
発
二
八]

に
よ
り
、
東
京
府
知
事
宛
に
回
答

（「
今
夏
季
ニ
於
ケ
ル
学
校
報
国
隊
ノ
勤
務
協
力
ニ
関
ス
ル
件
」 「
立
教
大
学

庶
務
課
文
書
」）。

（
57
）	

文
学
部
の
助
手
を
経
て
、「
閉
鎖
」
前
の
文
学
部
の
講
師
。
文
学
部
「
閉

鎖
」
後
に
は
、
経
済
学
部
と
予
科
の
授
業
を
担
当
す
る
形
で
大
学
に
残
っ
て

い
た
。
戦
後
、
文
学
部
史
学
科
教
授
。

（
58
）	

宮
本
馨
太
郎
「
戦
中
日
記
抄
」（『
史
苑
』
第
二
八
巻
第
一
号
、
一
九
六
七

年
一
二
月
）
八
二
～
八
三
頁
。

（
59
）	

東
京
都
の
勤
労
動
員
に
つ
い
て
、
特
に
中
等
学
校
の
勤
労
動
員
を
中
心
と

し
た
研
究
と
し
て
、
斎
藤
勉
の
研
究
が
あ
り
、
一
九
四
五
年
五
月
の
戦
時
教

育
令
の
公
布
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
学
徒
隊
の
こ
と
、
そ
し
て
、
中
島
飛
行
機

武
蔵
製
作
所
で
結
成
さ
れ
た
「
皇
国
三
八
一
三
工
場
学
徒
隊
」
の
こ
と
も
、

学
徒
隊
組
織
表
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
斎
藤
勉
『
東
京
都
学
徒
勤
労

動
員
の
研
究
』
の
ん
ぶ
る
舎
、
一
九
九
九
年
、
五
四
二
～
五
七
一
頁
）。
そ

の
中
に
、
中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所
が
一
九
四
五
年
に
入
っ
て
か
ら
南
多
摩

郡
浅
川
町
に
地
下
工
場
を
建
設
し
て
疎
開
を
開
始
し
、
そ
の
疎
開
工
事
を
支

援
す
る
た
め
の
「
学
徒
推
進
隊
」
が
、
芝
浦
工
業
専
門
学
校
、
立
教
理
科
専

門
学
校
〔
一
九
四
五
年
五
月
二
二
日
の
学
徒
隊
組
織
表
で
も
立
教
理
科
専
門

学
校
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
こ
の
時
期
に
は
立
教
工
業
理
科
専

門
学
校
に
校
名
は
変
更
さ
れ
て
い
た
〕、
興
亜
専
門
学
校
、
早
稲
田
実
業
学

校
、
都
立
第
五
商
業
学
校
等
の
学
生
・
生
徒
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
東
京
都
学
徒
勤
労
動
員
の
研
究
』
五
五
一
頁
）。

（
60
）	

「
中
島
飛
行
機
へ
の
学
徒
勤
労
動
員
―
林
篤
よ
り
の
聞
書
―
〔
一
九
四
四

（
昭
和
一
九
）
年
〕
生
い
立
ち
と
軍
隊
ぎ
ら
い
に
な
っ
た
体
験
」〔
山
田
昭
次

に
よ
る
一
九
九
五
年
三
月
一
九
日
聞
書
。〕（
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
編
纂

委
員
会
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
立
教
学
院
、
一
九

九
六
年
、
四
六
四
～
四
六
八
頁
所
収
）。

（
61
）	

同
右
（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
四
六
五
～
四
六

八
頁
所
収
）。

（
62
）	

一
九
四
二
年
一
一
月
一
日
「
文
部
省
分
課
規
程
改
正
」（『
官
報
』
第
四
七

四
四
号
、
一
九
四
二
年
一
一
月
二
日
）。
こ
の
分
課
規
程
の
第
三
条
に
監
理

課
は
「
私
立
学
校
制
度
ニ
関
ス
ル
コ
ト
」
な
ど
を
扱
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。

（
63
）	

「
文
部
省
官
制
中
ヲ
改
正
ス
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

R
ef.A

14101085100

「
公
文
類
聚
・
第
六
十
七
編
・
昭
和
十
八
年
・
第
十
六

巻
・
官
職
十
・
官
制
十
（
文
部
省
一
）」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。
こ
の
文
部

省
官
制
中
改
正
の
た
め
の
「
本
案
説
明
者
」
は
、
文
部
書
記
官
の
清
水
虎
雄

と
劒
木
亨
弘
（
当
時
監
理
課
長
）（
劒
木
亨
弘
に
つ
い
て
は
、
秦
郁
彦
編
『
日

本
近
現
代
人
物
履
歴
事
典
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
六
頁

を
参
照
の
こ
と
）
で
あ
り
、
監
理
課
が
こ
の
増
員
を
中
心
的
に
担
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
64
）	

「
社
説　

私
学
の
理
工
科
増
設
の
要
望
」（『
教
育
週
報
』
一
九
四
三
年
一
月

三
〇
日
、
二
面
）。
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（
65
）	

『
帝
国
議
会
貴
族
院
委
員
会
速
記
録　

昭
和
篇　

一
〇
三　

第
八
〇
・
八

一
議
会
』
一
九
四
三
年
二
月
一
八
日
（
予
算
委
員
会
議
事
速
記
録
第
六
号
）

の
岡
部
長
景
の
「
教
育
ノ
計
画
化
」
に
つ
い
て
の
発
言
（
八
五
頁
）
と
四
三

年
二
月
二
五
日
（
予
算
委
員
会
第
三
分
科
会
議
事
速
記
録
第
一
号
）
の
私
立

学
校
整
理
に
向
け
た
発
言
（
二
九
八
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
岡
部
の

二
月
一
八
日
の
委
員
会
で
の
発
言
は
、
毎
日
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
（「
文
科
偏
重
を
是
正
―
官
立
校
は
理
科
七
割
へ
―
」『
毎
日
新
聞
』
一
九

四
三
年
二
月
一
九
日
、
二
面
）。

（
66
）	

「
現
情
勢
下
ニ
於
ケ
ル
国
政
運
営
要
綱
」（「
現
情
勢
下
ニ
於
ケ
ル
国
政
運
営

要
綱
ヲ
定
ム
附
右
要
綱
ニ
基
ク
措
置
案
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
）R

ef.A
03023585900

「
公
文
別
録
・
内
閣
・
大
正
十
二
年
～
昭
和

十
九
年
・
第
七
巻
・
昭
和
十
八
年
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。
前
掲
『
学
徒

動
員
・
学
徒
出
陣
―
制
度
と
背
景
―
』
本
文
一
三
五
～
一
三
六
頁
、
一
五
八

頁
、
資
料
八
一
～
八
三
頁
も
参
照
の
こ
と
。

（
67
）	

「
学
校
非
常
体
制
確
立
要
綱
（
案
）　

昭
一
八
、
九
、
一
五
」
と
「
昭
和
十

八
年
九
月　

国
内
態
勢　

強
化
方
策
措
置　

文
部
省
」
中
の
「
教
育
ニ
関
ス

ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
」
の
「
趣
意
書
」（
い
ず
れ
も
、
前
掲
「
現
情
勢
下
ニ

於
ケ
ル
国
政
運
営
要
綱
ヲ
定
ム
附
右
要
綱
ニ
基
ク
措
置
案
」
の
中
に
綴
り
込

ま
れ
た
文
書
）。
こ
れ
ら
は
、「
現
情
勢
下
ニ
於
ケ
ル
国
政
運
営
要
綱
」
の
閣

議
決
定
に
先
立
っ
て
用
意
さ
れ
て
い
た
文
書
で
、
極
秘
印
が
お
さ
れ
、
閣
議

決
定
の
発
表
後
も
表
立
っ
て
公
表
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
だ
が
、
そ
こ
で
は

具
体
的
な
方
向
性
や
数
値
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。「
学
校
非
常
体
制
確
立
要

綱
（
案
）　

昭
一
八
、
九
、
一
五
」
に
は
、
い
く
つ
か
の
参
考
別
紙
が
つ
け

ら
れ
て
お
り
、「
大
学
法
文
科
系
ノ
授
業
停
止
」
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、「
昭

和
十
八
年
及
昭
和
十
九
年
度
ニ
亙
リ
新
タ
ニ
」
労
務
動
員
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
具
体
的
な
推
定
人
数
や
、
中
等
諸
学
校
の
入
学
定
員
の
変
更
の
増
減
の
推

定
人
数
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
私
立
大
学
、
専
門
学

校
の
統
合
整
理
が
行
な
わ
れ
た
場
合
の
高
等
諸
学
校
の
入
学
定
員
の
変
更
の

具
体
的
数
値
も
法
文
科
系
と
理
科
系
（
大
学
理
、
工
、
農
、
医
に
区
別
）
に

分
け
て
算
出
し
て
い
る
。
ま
た
、「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
」

の
「
趣
意
書
」
は
、「
昭
和
十
八
年
九
月　

国
内
態
勢
強
化
方
策
措
置　

文

部
省
」
の
中
、
参
考
と
し
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
、「
今
回
ノ
徴
集
猶
予
停

止
ノ
処
置
」
の
対
象
者
に
直
接
か
か
わ
る
事
項
を
第
一
次
措
置
要
綱
に
、
そ

の
他
の
学
生
・
生
徒
へ
の
対
応
や
、
一
九
四
四
年
度
に
向
け
て
進
め
る
べ
き

事
項
を
第
二
次
措
置
要
綱
に
分
け
て
記
し
て
い
る
。

（
68
）	

「
学
校
非
常
体
制
確
立
要
綱
（
案
）　

昭
一
八
、
九
、
一
五
」（
前
掲
「
現
情

勢
下
ニ
於
ケ
ル
国
政
運
営
要
綱
ヲ
定
ム
附
右
要
綱
ニ
基
ク
措
置
案
」
の
中
に

綴
り
込
み
さ
れ
た
文
書
）。

（
69
）	

「
昭
和
十
八
年
九
月　

国
内
態
勢
強
化
方
策
措
置　

文
部
省
」
中
の
「
教

育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
」
の
「
趣
意
書
」（
前
掲
「
現
情
勢
下
ニ
於

ケ
ル
国
政
運
営
要
綱
ヲ
定
ム
附
右
要
綱
ニ
基
ク
措
置
案
」
の
中
に
綴
り
込
み

さ
れ
た
文
書
）。

（
70
）	

「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
ニ
基
ク
学
校
整
備
要
領
（
昭
和
一

八
、
一
二
、
二
一
閣
議
決
定
）」（「
枢
密
院
決
議
・
一
、
国
民
学
校
令
等
戦
時

特
例
・
一
、
師
範
学
校
令
中
改
正
ノ
件
・
一
、「
ク
ロ
ア
チ
ア
」
国
ニ
帝
国

公
使
館
設
置
ノ
件
・
昭
和
十
九
年
二
月
二
日
決
議
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
71
）	
有
光
次
郎
『
有
光
次
郎
日
記
』（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
九
年
）
一
九
四

三
年
九
月
二
〇
日
条
（
六
八
二
頁
）、
九
月
二
三
日
条
（
六
八
九
～
六
九
〇

頁
）、
九
月
二
四
日
条
（
六
九
四
頁
）。
有
光
次
郎
は
こ
の
当
時
大
臣
官
房
秘

書
課
長
。
一
九
四
七
年
二
月
に
は
文
部
次
官
と
な
っ
て
い
る
。『
有
光
次
郎
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日
記
』
は
か
な
り
欠
落
し
た
期
間
も
含
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
戦
中
か
ら
戦

後
に
か
け
て
の
文
部
行
政
に
関
す
る
内
部
状
況
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。

（
72
）	
「
現
情
勢
下
ニ
於
ケ
ル
国
政
運
営
要
綱
」（
前
掲
「
現
情
勢
下
ニ
於
ケ
ル
国

政
運
営
要
綱
ヲ
定
ム
附
右
要
綱
ニ
基
ク
措
置
案
」
の
中
に
綴
り
込
ま
れ
て
い

る
も
の
。
前
掲
『
学
徒
動
員
・
学
徒
出
陣
―
制
度
と
背
景
―
』
本
文
一
三
五

～
一
三
六
頁
、
一
五
八
頁
、
資
料
八
一
～
八
三
頁
も
参
照
の
こ
と
。

（
73
）	

一
九
四
三
年
一
〇
月
二
日
勅
令
第
七
五
五
号
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特

例
」（『
官
報
』
第
五
〇
一
八
号
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
二
日
）。

（
74
）	

「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
ヲ
定
ム
」
一
九
四
三
年
一
〇
月
一

二
日
（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.A
14101146600

「
公

文
類
聚
・
第
六
十
七
編
・
昭
和
十
八
年
・
第
百
一
巻
・
学
事
一
・
学
制
・
教

育
費
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
75
）	

立
教
学
院
八
十
五
年
史
編
纂
委
員
編
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』（
立
教
学

院
事
務
局
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
）
五
二
九
～
五
三
〇
頁
。
元
は
菅
円
吉
編

『
立
教
学
院
設
立
沿
革
誌
』（
立
教
学
院
八
十
年
史
編
纂
委
員
、
一
九
五
四
年

一
二
月
）
一
三
〇
～
一
三
一
頁
。

（
76
）	

前
掲
「
枢
密
院
決
議
・
一
、
国
民
学
校
令
等
戦
時
特
例
・
一
、
師
範
学
校

令
中
改
正
ノ
件
・
一
、「
ク
ロ
ア
チ
ア
」
国
ニ
帝
国
公
使
館
設
置
ノ
件
・
昭

和
十
九
年
二
月
二
日
決
議
」。
最
終
的
に
出
さ
れ
た
「
国
民
学
校
令
等
戦
時

特
例
」
は
、
一
九
四
四
年
二
月
一
五
日
勅
令
第
八
〇
号
（『
官
報
』
第
五
一

二
五
号
、
一
九
四
四
年
二
月
一
六
日
）。

（
77
）	

「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
ニ
基
ク
学
校
整
備
要
領
（
昭
和
一

八
、
一
二
、
二
一
閣
議
決
定
）」（
前
掲
「
枢
密
院
決
議
・
一
、
国
民
学
校
令

等
戦
時
特
例
・
一
、
師
範
学
校
令
中
改
正
ノ
件
・
一
、「
ク
ロ
ア
チ
ア
」
国

ニ
帝
国
公
使
館
設
置
ノ
件
・
昭
和
十
九
年
二
月
二
日
決
議
」）。

（
78
）	

同
右
。

（
79
）	

明
治
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
明
治
大
学
百
年
史　

第
四
巻　

通
史

編
Ⅱ
』（
明
治
大
学
、
一
九
九
四
年
）、
二
八
六
頁
。

（
80
）	

「
国
民
学
校
令
等
戦
時
特
例
外
三
件
（
一
月
十
二
日
（
二
回
）～
一
月
二
十

一
日
（
九
回
））」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

0303330 

8500

「
枢
密
院
委
員
会
録
・
昭
和
十
九
年
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
81
）	

一
九
四
四
年
二
月
一
五
日
勅
令
第
八
〇
号
「
国
民
学
校
令
等
戦
時
特
例
」

（『
官
報
』
第
五
一
二
五
号
、
一
九
四
四
年
二
月
一
六
日
）。

（
82
）	

「
国
民
学
校
令
等
戦
時
特
例
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

R
ef.A

03033275200

「
枢
密
院
御
下
附
案
・
昭
和
十
八
年
」
国
立
公
文
書
館

所
蔵
）。

（
83
）	

本
項
の
タ
イ
ト
ル
を
文
学
部
の
「
閉
鎖
」
と
し
て
、「　

」
を
付
す
の
は

当
事
者
の
経
験
し
た
事
柄
と
し
て
は
、
閉
鎖
あ
る
い
は
消
失
と
い
う
表
現
が

も
っ
と
も
的
確
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
と
も
に
、
制
度
上

の
処
遇
を
表
現
す
る
語
、
ま
た
、
当
時
、
あ
る
い
は
戦
後
ほ
ど
な
い
時
期
に

立
教
大
学
当
局
が
使
用
し
た
語
は
ま
た
別
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も

含
意
す
る
。

（
84
）	

遠
山
郁
三
学
長
の
辞
任
に
よ
り
、「
遠
山
郁
三
日
誌
」
は
一
九
四
三
年
一

月
ま
で
の
記
載
で
終
わ
っ
て
い
る
。
遠
山
学
長
の
辞
任
時
点
で
は
、
文
学
部

の
「
改
革
」
は
必
要
で
あ
っ
て
も
、
文
学
部
自
体
を
「
閉
鎖
」
す
る
と
い
う

議
論
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
文
学
部
の
「
閉
鎖
」
に
つ
い
て
は
、

豊
田
雅
幸
「
教
育
に
お
け
る
戦
時
非
常
措
置
と
立
教
学
院
―
立
教
理
科
専
門

学
校
の
設
立
と
文
学
部
閉
鎖
問
題
―
」（『
立
教
学
院
史
紀
要
』
第
二
号
、
二

〇
〇
四
年
三
月
）
に
お
い
て
可
能
な
限
り
の
資
料
に
基
づ
く
詳
細
な
検
討
が
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行
な
わ
れ
て
い
る
。
本
節
の
第
五
項
～
第
八
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
豊
田
に

よ
る
先
行
研
究
も
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
85
）	

三
辺
金
蔵
は
、
就
任
当
時
は
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
。
日
本
に
お

け
る
会
計
学
の
先
駆
者
の
一
人
と
さ
れ
、
立
教
中
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る

（
慶
應
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
『
慶
應
義
塾
史
事
典
』（
慶
應
義
塾
、
二
〇

〇
八
年
）
六
七
四
頁
。
立
教
中
学
校
の
卒
業
生
と
な
る
ま
で
の
経
緯
は
、
前

掲
『
立
教
学
院
設
立
沿
革
誌
』
一
二
八
～
一
三
一
頁
の
聞
き
取
り
記
録
に
示

さ
れ
て
い
る
。
同
じ
も
の
が
、
前
掲
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
に
も
収
め

ら
れ
て
い
る
）。

（
86
）	

三
辺
た
ち
の
文
部
省
訪
問
は
、
理
事
会
で
の
報
告
で
は
三
月
二
九
日
で
あ

る
が
、
立
教
大
学
総
長
秘
書
「
学
事
日
誌
」
で
は
三
月
二
八
日
と
記
録
さ
れ

て
い
る
。

（
87
）	

一
九
四
三
年
六
月
に
総
長
事
務
取
扱
。
一
九
四
四
年
五
月
一
〇
日
付
申
請

で
、
四
四
年
七
月
二
四
日
東
専
一
八
四
号
に
て
文
部
大
臣
よ
り
総
長
と
す
る

こ
と
の
許
可
を
得
て
い
る
（「
官
公
署
往
復
書
類
（
二
）」
立
教
学
院
史
資
料

セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。
以
下
、
本
項
で
は
基
本
的
に
総
長
と
記
載
。

（
88
）	

具
体
的
な
説
明
内
容
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。

（
89
）	

「
学
事
日
誌
」
一
九
四
三
年
六
月
八
日
条
。

（
90
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
四
五
六
頁
。

（
91
）	

「
学
事
日
誌
」
一
九
四
三
年
六
月
二
二
日
条
。

（
92
）	

「
学
事
日
誌
」
一
九
四
三
年
七
月
二
二
日
条
。

（
93
）	

「
学
事
日
誌
」
一
九
四
三
年
八
月
五
日
条
、
八
月
二
七
日
条
。

（
94
）	

「
学
事
日
誌
」
一
九
四
三
年
八
月
五
日
条
。

（
95
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
七
六
一
～
七
六
七
頁
。

（
96
）	

田
辺
忠
男
が
大
な
り
小
な
り
関
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
学
事
日

誌
」
一
九
四
三
年
八
月
五
日
条
、
九
月
一
七
日
条
。

（
97
）	

「
学
事
日
誌
」
一
九
四
三
年
九
月
二
二
日
条
。

（
98
）	

「
学
事
日
誌
」
一
九
四
三
年
九
月
一
八
日
条
、
九
月
二
〇
日
条
。

（
99
）	

「
学
事
日
誌
」
一
九
四
三
年
九
月
二
一
日
条
。

（
100
）	

「
学
事
日
誌
」
一
九
四
三
年
九
月
二
二
日
条
。

（
101
）	

「
宮
本
馨
太
郎
日
記
」（
宮
本
記
念
財
団
所
蔵
）
一
九
四
三
年
九
月
二
三
日

条
（
※
こ
の
複
写
物
は
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
102
）	

「
学
事
日
誌
」
一
九
四
三
年
九
月
二
三
日
条
。

（
103
）	

「
宮
本
馨
太
郎
日
記
」
一
九
四
三
年
一
〇
月
二
一
日
、
二
八
日
、
一
一
月

四
日
条
。

（
104
）	

「
宮
本
馨
太
郎
日
記
」
一
九
四
三
年
一
一
月
二
四
日
条
。
た
だ
し
、「
宮
本

馨
太
郎
日
記
」
で
は
文
学
部
教
授
会
が
開
催
さ
れ
た
と
あ
る
も
の
の
、
手
塚

隆
義
の
記
録
を
見
る
限
り
（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、

四
五
五
～
四
五
六
頁
所
収
）、「
田
辺
忠
男
教
授
」
が
、「
遠
山
学
長
排
斥
運

動
ニ
ツ
キ
、
曾
祢
武
予
科
長
ヲ
面
詰
ス
」
と
い
う
文
言
も
見
え
（
四
五
五

頁
）、
文
学
部
の
み
の
教
職
員
で
は
な
く
、
予
科
、
経
済
学
部
も
含
め
た
全

教
職
員
を
集
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
105
）	

「
宮
本
馨
太
郎
日
記
」
一
九
四
三
年
一
一
月
二
四
日
条
。
宮
本
が
戦
後
に

ま
と
め
た
前
掲
「
戦
中
日
記
抄
」
で
は
、
一
一
月
二
四
日
に
、
宮
本
自
身
が

会
議
に
参
加
し
た
と
読
め
る
書
き
方
が
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
書
か
れ
た
日

記
で
あ
る
「
宮
本
馨
太
郎
日
記
」
を
確
認
す
る
な
ら
ば
、
宮
本
は
用
事
の
た

め
出
席
で
き
ず
、
そ
の
日
の
う
ち
に
手
塚
と
会
っ
て
話
を
聴
い
た
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。

（
106
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
所
収
の
手
塚
隆
義
に
よ
る

「
文
学
部
教
授
会
」
の
記
録
（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
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四
五
六
～
四
五
七
頁
所
収
）
は
年
月
記
載
な
し
の
「
四
日
」
と
あ
る
が
、

「
宮
本
馨
太
郎
日
記
」
を
確
認
す
る
限
り
（
な
お
、
こ
の
会
議
に
も
宮
本
は

出
席
し
て
い
な
い
）、
四
三
年
一
二
月
四
日
開
催
と
見
る
の
が
妥
当
と
考
え

ら
れ
る
。

（
107
）	

「
文
部
省
照
会
ニ
対
ス
ル
回
答
案
」
の
「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置

方
策
ニ
関
ス
ル
件
」
に
つ
い
て
は
、『
立
教
学
院
史
百
二
十
五
年
史
』
資
料

編
第
一
巻
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編

第
一
巻
、
四
五
七
～
四
五
九
頁
所
収
）。

（
108
）	

前
掲
「
教
育
ニ
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
ニ
基
ク
学
校
整
備
要
領
（
昭

和
一
八
、
一
二
、
二
一
閣
議
決
定
）」。

（
109
）	

前
掲
「
教
育
に
お
け
る
戦
時
非
常
措
置
と
立
教
学
院
―
立
教
理
科
専
門
学

校
の
設
立
と
文
学
部
閉
鎖
問
題
―
」
九
六
頁
。
一
九
四
三
年
一
二
月
三
一
日

付
通
牒
に
つ
い
て
、
立
教
宛
の
通
牒
自
体
は
確
認
で
き
て
い
な
い
た
め
、
豊

田
は
、
上
智
大
学
宛
通
牒
に
依
拠
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

（
110
）	

一
九
四
四
年
一
月
八
日
の
理
事
会
で
は
、
三
辺
総
長
か
ら
、
一
九
四
三
年

一
二
月
二
七
日
に
文
部
省
で
懇
談
し
た
こ
と
の
説
明
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、

一
二
月
三
一
日
付
通
牒
で
文
部
省
か
ら
照
会
の
あ
っ
た
件
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。

（
111
）	

前
掲
「
教
育
に
お
け
る
戦
時
非
常
措
置
と
立
教
学
院
―
立
教
理
科
専
門
学

校
の
設
立
と
文
学
部
閉
鎖
問
題
―
」
一
〇
二
頁
、
一
一
七
頁
。
な
お
、
こ
の

申
請
書
も
発
信
側
の
立
教
大
学
の
『
立
教
大
学
諸
申
請
書
・
認
可
書
綴

（
Ⅱ
）』
に
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
受
信
側
と
な
る
は
ず
の
文
部
省
側
の

学
則
改
正
認
可
関
係
の
申
請
書
綴
り
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
学
則
、
規
則

関
係
簿
冊
）
で
は
現
時
点
で
存
在
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
112
）	

前
掲
「
教
育
に
お
け
る
戦
時
非
常
措
置
と
立
教
学
院
―
立
教
理
科
専
門
学

校
の
設
立
と
文
学
部
閉
鎖
問
題
―
」
一
〇
二
頁
、
一
一
七
頁
。

	

　

こ
の
一
九
四
六
年
三
月
二
九
日
付
「
学
則
変
更
」
に
つ
い
て
は
、
国
立
公

文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
で
確
認
で
き
る
（
昭
和
二
一
年
三
月
三
〇
日
結
了
「
学

則
中
変
更
認
可
」「
自
大
一
三
年
四
月
至
昭
二
二
年
五
月
立
教
大
学　

第
一
三

冊
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
113
）	

戦
争
中
の
解
職
に
つ
い
て
、「
文
学
部
廃
止
ノ
タ
メ
」、「
学
生
減
員
」、

「
予
科
三
年
制
廃
止
」、
経
済
学
部
で
の
「
臨
時
廃
講
」
の
理
由
の
記
載
が
見

ら
れ
る
の
は
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
三
一
日
付
文
部
省
学
校
教
育
局
長
発
立

教
大
学
長
宛
「
基
督
教
関
係
諸
学
校
ノ
調
査
ニ
関
ス
ル
件
」
へ
の
一
一
月
八

日
起
案
の
回
答
書
類
中
で
あ
る
（
前
掲
「
官
公
署
往
復
書
類
（
二
）」）。

（
114
）	

手
塚
の
記
録
に
よ
れ
ば
こ
の
時
、
出
席
は
井
手
義
行
文
学
部
長
、
白
鳥
清
、

菅
円
吉
、
高
松
孝
治
、
富
田
彬
、
杉
木
喬
、
手
塚
隆
義
、
飯
田
堯
一
で
、
牛

島
義
友
は
欠
席
と
あ
り
、
専
任
教
授
に
よ
る
文
学
部
教
授
会
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
四
五
六
～
四

五
七
頁
）。

（
115
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史　

資
料
編
』
第
一
巻
、
四
五
六
～
四
五
七
頁
。

（
116
）	

「
宮
本
馨
太
郎
日
記
」
一
九
四
三
年
一
二
月
二
四
日
条
。

（
117
）	

「
宮
本
馨
太
郎
日
記
」
一
九
四
三
年
一
二
月
二
七
日
条
。

（
118
）	

「
宮
本
馨
太
郎
日
記
」
一
九
四
四
年
一
月
一
日
条
。

（
119
）	

「
宮
本
馨
太
郎
日
記
」
一
九
四
三
年
一
一
月
二
四
日
条
。

（
120
）	
「
宮
本
馨
太
郎
日
記
」
一
九
四
四
年
一
月
一
一
日
条
。

（
121
）	
「
宮
本
馨
太
郎
日
記
」
一
九
四
四
年
一
月
二
一
日
条
。

（
122
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
一
〇
九
～
一
二
六
頁
。

元
の
資
料
は
、
一
九
四
四
年
三
月
一
日
結
了
「
東
京
都
経
由　

立
教
理
科
専

門
学
校
設
置
認
可
並
三
辺
金
蔵
校
長
認
可
」（「
立
教
工
業
理
科
専
門
学
校
設
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置
廃
止　

東
京
都　

第
二
七
冊
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
123
）	

人
事
の
記
録
上
で
は
、
手
塚
隆
義
は
一
九
四
四
年
一
月
三
〇
日
退
職
、
白

鳥
清
は
一
月
三
一
日
退
職
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
経
緯
が
あ
る

た
め
、
一
九
四
五
年
一
一
月
八
日
起
案
「
文
部
省
学
校
教
育
局
長
照
会
ニ
係

ル　

基
督
教
関
係
諸
学
校
ノ
調
査
ニ
関
ス
ル
件
」
に
お
け
る
立
教
学
院
の

「
戦
争
中
解
職
（
自
発
的
辞
任
ヲ
含
ム
）」
者
に
つ
い
て
の
回
答
で
、
手
塚
の

解
職
理
由
は
「
一
身
上
ノ
都
合
」、
白
鳥
の
そ
れ
は
「
文
学
部
廃
止
ノ
タ
メ
」

と
異
な
る
理
由
が
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
一
九
四
五
年
一
一
月
八
日
起

案
「
文
部
省
学
校
教
育
局
長
照
会
ニ
係
ル　

基
督
教
関
係
諸
学
校
ノ
調　

査

ニ
関
ス
ル
件
」
前
掲
「
官
公
署
往
復
書
類
（
二
）」）。
し
か
し
、
一
九
四
六

年
三
月
五
日
付
で
文
部
省
の
照
会
に
対
し
て
回
答
し
た
「
教
員
退
職
者
調
査

ニ
関
ス
ル
件
」
で
は
、「
文
学
部
中
止
ノ
タ
メ
」
の
理
由
を
記
し
た
退
職
者

と
し
て
最
初
に
登
場
す
る
の
は
手
塚
で
あ
っ
た
（
一
九
四
六
年
二
月
一
六
日

付
文
部
省
学
校
教
育
局
長
田
中
耕
太
郎
発
帝
国
大
学
総
長
官
公
私
立
大
学
長

同
高
等
学
校
長
宛
「
教
員
退
職
者
調
査
ニ
関
ス
ル
件
」
に
対
す
る
、
一
九
四

六
年
三
月
五
日
付
立
教
大
学
総
長
事
務
取
扱
須
藤
吉
之
祐
発
文
部
省
学
校
教

育
局
長
宛
「
教
職
員
退
職
調
査
ニ
関
ス
ル
件
」「
報
告
書
綴
」
所
収
、「
立
教

大
学
庶
務
課
文
書
」 No. 201013-015-2　

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
124
）	

手
塚
隆
義
「
か
く
て
文
学
部
は
消
え
る
」 （
前
掲 『
史
苑
』 

第
二
八
巻
第
一

号
）
九
〇
～
九
一
頁
。
海
老
沢
有
道
編
『
立
教
学
院
百
年
史
』（
立
教
学
院
、

一
九
七
四
年
）
三
七
六
～
三
七
七
頁
。

（
125
）	

「
教
職
員
及
学
生
々
徒
ニ
発
シ
タ
ル
通
知
状
其
他
綴
」（「
立
教
大
学
庶
務
課

文
書
」N

o. 201012-229　

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
126
）	

こ
の
五
三
名
に
つ
い
て
は
、『
遠
山
郁
三
日
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
、「
昭
和

六
年
度
起　

教
員
数
並
学
科
配
当
ニ
関
ス
ル
調
査
事
項
報
告
綴　

庶
務
課
」

に
よ
る
一
九
四
三
年
四
月
二
〇
日
現
在
の
教
員
と
そ
の
担
当
科
目
調
査
報
告

と
照
合
し
た
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
四
八
八
～
五
〇
三
頁
）。

（
127
）	

前
掲
「
教
職
員
及
学
生
々
徒
ニ
発
シ
タ
ル
通
知
状
其
他
綴
」。

（
128
）	

「
伊
東
多
三
郎
日
記
」〔
原
本
は
個
人
蔵
〕
一
九
四
四
年
一
月
一
日
条
（
複

写
物
は
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
129
）	

同
右
、
一
九
四
四
年
一
月
二
一
日
条
。

（
130
）	

一
九
四
五
年
一
〇
月
三
一
日
付
文
部
省
学
校
教
育
局
長
発
立
教
大
学
長
宛

「
基
督
教
関
係
諸
学
校
ノ
調
査
ニ
関
ス
ル
件
」
へ
の
一
一
月
八
日
起
案
の
回

答
書
類
（
前
掲
「
官
公
署
往
復
書
類
（
二
）」）。

（
131
）	

一
九
四
二
年
三
月
一
七
日
結
了
「
立
教
大
学
改
申　

臨
時
学
則
制
定
ノ

件
」（「
自
大
一
三
年
四
月
至
昭
二
二
年
五
月　

立
教
大
学　

第
一
三
冊
」
国

立
公
文
書
館
所
蔵
）。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
三
巻
（
立
教

学
院
、
一
九
九
九
年
）
五
二
～
六
一
頁
所
収
。

（
132
）	

「
昭
和
十
八
年
度
以
降
臨
時
学
則　

立
教
大
学
」（
一
九
四
六
年
三
月
三
〇

日
結
了
（
一
九
四
六
年
三
月
二
九
日
付
申
請
）「
立
教
大
学
申
請
学
則
中
変
更

認
可
」
書
類
中
に
綴
ら
れ
た
「
昭
和
十
八
年
度
以
降　

臨
時
学
則　

立
教
大

学
」（「
自
大
一
三
年
四
月
至
昭
二
二
年
五
月　

立
教
大
学　

第
一
三
冊
」
国

立
公
文
書
館
所
蔵
。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
三
巻
、
六
一

～
七
二
頁
所
収
）
は
、
一
九
四
六
年
の
申
請
書
類
中
に
綴
り
込
ま
れ
た
も
の

で
あ
り
、「
昭
和
十
八
年
度
以
降
」
と
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
学
内
資
料
（
前

掲
「
昭
和
六
年
度
起　

教
員
数
並
学
科
配
当
ニ
関
ス
ル
調
査
事
項
報
告
綴　

庶
務
課
」
前
掲
『
遠
山
郁
三
日
誌
』
四
八
八
～
五
〇
三
頁
）
か
ら
み
て
も
、

一
九
四
三
年
四
月
時
点
で
は
一
九
四
二
年
改
正
学
則
に
よ
る
科
目
が
開
講
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
133
）	

資
料
で
は
高
田
彬
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。
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（
134
）	

一
九
四
五
年
一
〇
月
三
一
日
付
文
部
省
学
校
教
育
局
長
発
立
教
大
学
長
宛

「
基
督
教
関
係
諸
学
校
ノ
調
査
ニ
関
ス
ル
件
」
へ
の
一
一
月
八
日
起
案
の
回

答
書
類
（
前
掲
「
官
公
署
往
復
書
類
（
二
）」）。
な
お
、
菅
は
、
立
教
理
科

専
門
学
校
に
移
っ
た
後
に
転
勤
の
た
め
退
職
し
た
石
田
仁
の
代
講
者
と
し
て

授
業
を
担
当
。

（
135
）	

前
掲
「
昭
和
六
年
度
起　

教
員
数
並
学
科
配
当
ニ
関
ス
ル
調
査
事
項
報
告

綴　

庶
務
課
」（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
四
八
八
～
五
〇
三
頁
）
に
よ
る
も
の
。

（
136
）	

前
掲
「
教
育
に
お
け
る
戦
時
非
常
措
置
と
立
教
学
院
―
立
教
理
科
専
門
学

校
の
設
立
と
文
学
部
閉
鎖
問
題
―
」
一
〇
二
頁
。

（
137
）	

同
右
、
一
〇
三
頁
。

	

　

前
述
の
よ
う
に
、
宮
本
馨
太
郎
の
日
記
に
は
四
四
年
一
月
一
一
日
、
臨
時

時
間
表
に
よ
る
「
民
族
学
」
の
第
一
講
を
受
講
し
て
い
た
の
は
「
大
体
哲
学

科
の
学
生
で
あ
つ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

（
138
）	

『
文
部
省
第
七
十
二
年
報　

昭
和
十
九
年
度
』（
一
九
七
九
年
復
刻
）、
三
一

二
～
三
一
三
頁
。

（
139
）	

『
昭
和
二
十
年
九
月
一
日
現
在　

学
生
生
徒
数
調
』（
奥
付
欠
）（
野
間
教
育

研
究
所
図
書
室
所
蔵
）。
退
学
や
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
学
籍
を
離
れ
た
場
合

が
多
か
っ
た
と
し
て
も
、
一
九
四
四
年
度
の
『
文
部
省
第
七
十
二
年
報
』
に

お
け
る
文
学
部
学
生
の
計
一
二
四
名
（
う
ち
四
四
年
入
学
者
六
四
名
）
は
突

出
し
て
多
く
、
数
値
と
し
て
疑
問
が
残
る
が
、
こ
の
資
料
か
ら
は
、
一
九
四

四
年
四
月
に
文
学
部
入
学
者
が
存
在
し
て
い
た
と
も
読
み
と
れ
る
。

（
140
）	

『
文
部
省
第
七
十
三
年
報　

昭
和
二
十
年
度
』（
一
九
七
九
年
復
刻
）
三
三

四
～
三
三
五
頁
。

（
141
）	

前
掲
『
昭
和
二
十
年
九
月
一
日
現
在　

学
生
生
徒
数
調
』（
奥
付
欠
）。

（
142
）	

慶
應
義
塾
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』（
中
巻
（
後
）、
慶
應
義
塾
、
一
九
六
四

年
）
八
五
二
頁
に
、「
大
学
学
部
で
は
経
済
学
部
に
上
智
大
学
商
学
部
学
生

五
十
五
名
を
、
ま
た
文
学
部
に
立
教
大
学
文
学
部
学
生
七
名
を
委
託
学
生
と

し
て
編
入
」
し
た
と
あ
る
。

（
143
）	

前
掲
「
教
育
に
お
け
る
戦
時
非
常
措
置
と
立
教
学
院
―
立
教
理
科
専
門
学

校
の
設
立
と
文
学
部
閉
鎖
問
題
―
」
一
〇
六
頁
。

（
144
）	

一
九
四
五
年
一
〇
月
三
一
日
付
文
部
省
学
校
教
育
局
長
発
立
教
大
学
長
宛

「
基
督
教
関
係
諸
学
校
ノ
調
査
ニ
関
ス
ル
件
」
へ
の
一
一
月
八
日
起
案
の
回

答
書
類
（
前
掲
「
官
公
署
往
復
書
類
（
二
）」）。

（
145
）	

前
掲
「
報
告
書
綴
」
綴
中
の
一
九
四
六
年
二
月
一
六
日
付
文
部
省
学
校
教

育
局
長
田
中
耕
太
郎
発
帝
国
大
学
総
長
官
公
私
立
大
学
長
同
高
等
学
校
長
宛

「
教
員
退
職
者
調
査
ニ
関
ス
ル
件
」
に
対
す
る
、
一
九
四
六
年
三
月
五
日
付

立
教
大
学
総
長
事
務
取
扱
須
藤
吉
之
祐
発
文
部
省
学
校
教
育
局
長
宛
「
教
員

退
職
者
調
査
ニ
関
ス
ル
件
」。

（
146
）	

一
九
四
六
年
三
月
二
九
日
付
「
学
則
変
更
」
に
つ
い
て
は
、
国
立
公
文
書

館
所
蔵
の
簿
冊
で
確
認
で
き
る
（
前
掲
一
九
四
六
年
三
月
三
〇
日
結
了
「
学

則
中
変
更
認
可
」）。

（
147
）	

一
九
四
九
年
二
月
二
一
日
付
認
可
「
新
制
大
学
設
置
認
可
に
つ
い
て
」
文

書
綴
中
の
申
請
書
類
よ
り
（「
自
昭
二
四
年
三
月　

立
教
大
学　

第
四
七
冊

の
一　

東
京
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
148
）	

一
九
五
五
年
二
月
時
点
で
の
「
立
教
大
学　

そ
の
沿
革
」
に
お
け
る
「
昭

和
十
九
年
四
月
文
学
部
を
一
時
休
止
し
、
二
十
一
年
四
月
之
を
再
開
し
て
基

督
教
学
科
及
び
英
米
文
学
科
を
置
く
」
と
い
う
説
明
（「
昭
和
三
十
年
二
月　

理
学
研
究
科
原
子
物
理
学
専
攻
（
博
士
課
程
）
及
び
数
学
専
攻
（
修
士
課

程
）
設
置
認
可
申
請
書
変
更
及
び
追
加
書
類
」
中
の
「
大
学
名
及
そ
の
沿

革
」（「
立
教
大
学　

自
昭
三
〇
年
一
月
至
四
月　

第
四
七
の
五
冊
」
国
立
公
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文
書
館
所
蔵
）。

（
149
）	

前
掲
「
教
育
に
お
け
る
戦
時
非
常
措
置
と
立
教
学
院
―
立
教
理
科
専
門
学

校
の
設
立
と
文
学
部
閉
鎖
問
題
―
」
一
〇
六
～
一
一
三
頁
。

（
150
）	
前
掲
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』（
中
巻
（
後
））
八
五
二
頁
。

（
151
）	
『
関
西
学
院
百
年
史　

通
史
編
』
Ⅰ
（
関
西
学
院
、
一
九
九
七
年
）
五
九

〇
～
五
九
一
頁
。

（
152
）	

同
右
、
五
九
一
～
五
九
二
頁
。

（
153
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
四
月
二
七
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

二
二
頁
）。

（
154
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
五
月
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
二

三
頁
）。

（
155
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
五
月
二
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
二

四
頁
）。

（
156
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
五
月
二
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
二

四
頁
）。

（
157
）	

「
明
朗
闊
達
モ
ツ
ト
ー
に
／
抱
負
を
語
る
河
西
新
学
部
長
」（『
立
教
学
院
学

報
』
第
七
巻
第
八
号
、
一
九
四
一
年
六
月
七
日
）
二
面
。

（
158
）	

「
河
西
経
済
学
部
長
訓
辞
要
旨
」（
前
掲
『
立
教
学
院
学
報
』
第
七
巻
第
八

号
）
二
面
。

（
159
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
五
月
二
〇
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

三
四
～
一
三
六
頁
）。
読
み
や
す
さ
を
考
え
て
、
一
部
改
変
し
て
引
用
し
た
。

（
160
）	

「
遠
山
郁
三
日
記
」
一
九
四
一
年
五
月
二
七
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

三
七
頁
）。

（
161
）	

「
農
学
部
新
設
ニ
関
ス
ル
意
見
」
作
成
年
不
詳
（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年

史
』
資
料
編
第
一
巻
、
立
教
学
院
、
一
九
九
八
年
、
七
六
一
～
七
六
七
頁
）。

（
162
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
一
月
一
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
八

四
頁
）。

（
163
）	

「
学
内
展
望　

戦
時
経
済
の
進
展
に
伴
ふ
学
科
目
の
再
編
成
を
要
望
」（『
立

教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
号
、
一
九
四
二
年
七
月
一
〇
日
）
一
面
。

（
164
）	

「
経
済
学
を
講
ず
る
人
々
―
戦
時
下
の
教
壇
展
望
―
（
9
）」（『
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
』
第
二
九
巻
第
二
五
号
、
一
九
四
一
年
九
月
一
日
）
八
〇
頁
。

（
165
）	

同
右
。

（
166
）	

楠
井
敏
朗
『
大
塚
久
雄
論
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
二
二
頁
。

（
167
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
六
月
五
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
四

三
頁
）。

（
168
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
九
月
一
七
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

八
二
頁
）。

（
169
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
一
〇
月
七
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一

九
一
頁
）。

（
170
）	

内
務
省
警
保
局
保
安
課
編
『
特
高
月
報
』
一
九
四
二
年
三
月
分
、
三
五
頁
。

（
171
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
二
二
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

九
三
～
二
九
四
頁
）。

（
172
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
二
三
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

九
四
頁
）。

（
173
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
二
七
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

九
五
頁
）。

（
174
）	
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
二
七
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二

九
五
頁
）。

（
175
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
六
月
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
九

七
頁
）。
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（
176
）	

「
我
等
の
大
野
信
三
氏
／
某
大
学
に
聘
せ
ら
る
／
経
済
学
科
生
に
依
り
本

学
へ
の
復
職
運
動
起
ら
ん
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
八
七
号
、
一
九
三
〇
年

四
月
一
五
日
）
五
面
。

（
177
）	
「
松
下
教
授
大
野
講
師
／
辞
職
さ
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二
一
号
、
一

九
四
三
年
六
月
一
〇
日
）
一
面
。

（
178
）	

「
大
野
信
三
氏
／
教
授
に
復
活
せ
ん
／
経
済
学
科
の
異
状
な
る
期
待
／
遅

く
も
来
学
年
ま
で
に
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
五
二
号
、
一
九
二
七
年
五
月

一
五
日
）
三
面
。

（
179
）	

永
井
均
「
ア
メ
リ
カ
研
究
所
と
戦
争

―
活
動
の
軌
跡
と
関
係
者
た
ち
の

群
像

―
」（
老
川
慶
喜
・
前
田
一
男
編
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争

―
立
教
学
院
の
デ
ィ
レ
ン
マ
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
二
五
六
頁
。

（
180
）	

「
立
教
大
学
附
属
『
米
国
文
化
研
究
所
』
設
立
計
画
」
一
九
三
九
年
二
月

（「
ア
メ
リ
カ
研
究
所
／
立
教
大
学
維
持
会
関
係
文
書
」
立
教
学
院
史
資
料
セ

ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
181
）	

た
だ
し
一
九
四
〇
年
頃
か
ら
は
、The Institute for A

m
erican Studies

の

英
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
182
）	

前
掲
「
立
教
大
学
附
属
『
米
国
文
化
研
究
所
』
設
立
計
画
」。

（
183
）	

立
教
大
学
経
済
学
部
研
究
室
の
ス
パ
ッ
ク
マ
ン
宛
書
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一
九
三
九
年
二
月
四
日
、「
ス
パ
ッ
ク

マ
ン
・
オ
ー
ヴ
ァ
ト
ン
文
書
」N

o. 13334 

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所

蔵
）。

（
184
）	

山
下
英
夫
「
ア
メ
リ
カ
研
究
所
は
立
教
の
も
の
だ
‼
」（『
立
教
学
院
学
報
』

第
六
巻
第
三
号
、
一
九
四
〇
年
六
月
二
五
日
）
一
面
。

（
185
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
六
月
一
四
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三

四
頁
）。

（
186
）	

都
留
重
人
『
都
留
重
人
自
伝　

い
く
つ
も
の
岐
路
を
回
顧
し
て
』（
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
一
年
）
一
九
〇
～
一
九
一
頁
。

（
187
）	

鈴
木
圭
介
「『
立
教
経
済
学
研
究
』
創
刊
の
こ
ろ
」（『
立
教
経
済
学
研
究
』

第
二
八
巻
第
三
・
四
号
、
一
九
七
四
年
一
二
月
）
五
六
八
頁
。

（
188
）	

前
掲
「『
立
教
経
済
学
研
究
』
創
刊
の
こ
ろ
」
五
六
四
頁
。

（
189
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
一
年
五
月
二
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
一
二

五
頁
）。

（
190
）	

「
経
済
学
部
長
河
西
教
授
談
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
二
号
、
一
九
四
一
年

一
一
月
一
日
）
一
面
。

（
191
）	

菅
井
勇
蔵
「
戦
時
中
の
立
教
大
学
の
状
況
」（『
立
教
大
学
昭
和
18
年
卒
業

者
回
顧
録
原
稿
』
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年
）
四
五
頁
。

（
192
）	

山
田
昭
次
編
「
戦
前
期
、
立
教
大
学
に
在
学
し
た
韓
国
人
か
ら
の
聞
き
書

き
と
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
」（
二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
八
日
、
立
教
学
院
史
資
料

セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
一
頁
。

（
193
）	

同
右
、
三
頁
。

（
194
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
一
一
月
二
四
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』

三
五
五
頁
）。

（
195
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
一
一
月
三
〇
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』

三
五
八
頁
）。

（
196
）	

前
掲
「
教
育
に
お
け
る
戦
時
非
常
措
置
と
立
教
学
院
―
立
教
理
科
専
門
学

校
の
設
立
と
文
学
部
閉
鎖
問
題
―
」
八
五
～
八
六
頁
。

（
197
）	
同
右
、
八
五
頁
。

（
198
）	

前
掲
『
立
教
学
院
百
年
史
』
三
七
一
～
三
七
二
頁
。

（
199
）	

大
野
は
、
少
な
く
と
も
一
九
四
一
～
四
三
年
度
に
経
済
学
部
兼
任
講
師
と
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し
て
「
経
済
組
織
論
」
を
担
当
し
て
い
た
。
一
九
二
一
年
三
月
に
立
教
学
院

立
教
大
学
商
科
を
卒
業
し
、
当
時
は
中
央
大
学
が
本
務
校
で
あ
っ
た
（『
遠

山
郁
三
日
誌
』
四
七
二
頁
、
四
八
六
頁
、
五
〇
三
頁
）。

（
200
）	
上
野
陽
一
は
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
五
日
付
で
立
教
大
学
教
授
と
な
り
、

同
時
に
経
済
学
部
経
営
経
済
学
科
長
に
就
任
し
て
い
る
（
前
掲
「
教
職
員
及

学
生
々
徒
ニ
発
シ
タ
ル
通
知
状
其
他
綴
」）。
佐
伯
が
連
絡
し
た
時
点
は
立
教

大
学
教
授
就
任
前
と
考
え
ら
れ
る
。

（
201
）	

前
掲
「
教
育
に
お
け
る
戦
時
非
常
措
置
と
立
教
学
院
―
立
教
理
科
専
門
学

校
の
設
立
と
文
学
部
閉
鎖
問
題
―
」
八
五
～
八
六
頁
。

（
202
）	

前
掲
「
東
京
都
経
由　

立
教
理
科
専
門
学
校
設
置
認
可
並
三
辺
金
蔵
校
長

認
可
」。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
一
〇
九
～
一
二
六

頁
所
収
。

（
203
）	

上
野
陽
一
が
立
教
大
学
教
授
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
庶
務
課
文
書
の
限
り
で

は
一
九
四
三
年
一
〇
月
五
日
の
こ
と
で
あ
り
（
前
掲
「
教
職
員
及
学
生
々
徒

ニ
発
シ
タ
ル
通
知
状
其
他
綴
」）、
八
月
三
一
日
付
申
請
書
類
で
立
教
大
学
教

授
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
は
齟
齬
が
生
じ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
（
た

だ
し
三
辺
総
長
事
務
取
扱
の
総
長
秘
書
「
学
事
日
誌
」
に
よ
る
と
、
九
月
二

一
日
に
は
上
野
陽
一
が
担
当
科
目
の
相
談
で
三
辺
を
訪
問
し
て
お
り
、
八
月

三
一
日
以
前
に
立
教
大
学
教
授
と
な
る
こ
と
を
内
諾
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
）。

（
204
）	

前
掲
「
教
育
に
お
け
る
戦
時
非
常
措
置
と
立
教
学
院
―
立
教
理
科
専
門
学

校
の
設
立
と
文
学
部
閉
鎖
問
題
―
」
八
六
頁
。

（
205
）	

「
学
事
日
誌
」
一
九
四
三
年
七
月
二
二
日
条
。

（
206
）	

前
掲
「
教
育
に
お
け
る
戦
時
非
常
措
置
と
立
教
学
院
―
立
教
理
科
専
門
学

校
の
設
立
と
文
学
部
閉
鎖
問
題
―
」
八
六
頁
。
豊
田
は
、「
起
昭
和
十
八
年

四
月　

発
令
簿　

財
団
法
人
立
教
学
院
」
を
、
八
月
一
日
の
一
〇
名
の
委
員

依
嘱
の
典
拠
と
し
て
い
る
。

（
207
）	

「
学
事
日
誌
」
一
九
四
三
年
九
月
二
二
日
条
。

（
208
）	

前
掲
「
東
京
都
経
由　

立
教
理
科
専
門
学
校
設
置
認
可
並
三
辺
金
蔵
校
長

認
可
」。

	

　

な
お
、『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
に
掲
載
さ
れ
た

「
立
教
理
科
専
門
学
校
設
置
認
可
申
請
書
［
1
9
4
3
（
昭
和
18
）
年
］」（
一

〇
九
～
一
二
六
頁
）
で
は
、
ペ
ン
書
き
で
修
正
し
た
後
の
「
工
業
経
営
科
」

を
記
載
し
て
い
る
が
（
一
一
五
頁
な
ど
）、
国
立
公
文
書
館
蔵
の
申
請
書
類

を
確
認
す
る
と
、
印
字
さ
れ
た
元
の
状
態
は
「
工
業
管
理
科
」
と
な
っ
て
い

る
。

（
209
）	

前
掲
「
東
京
都
経
由　

立
教
理
科
専
門
学
校
設
置
認
可
並
三
辺
金
蔵
校
長

認
可
」。

	

　

こ
の
申
請
書
類
で
は
、
工
業
管
理
科
と
印
字
さ
れ
た
箇
所
の
「
管
理
」
を

赤
色
の
二
重
線
で
消
し
、
そ
こ
に
「
経
営
」
と
ペ
ン
書
き
で
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。
ど
の
時
点
で
工
業
経
営
科
に
決
ま
っ
た
の
か
は
判
明
し
な
い
が
、
文

部
省
と
の
や
り
と
り
の
な
か
で
、
工
業
管
理
科
か
ら
工
業
経
営
科
の
名
称
へ

と
変
更
し
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

（
210
）	

相
沢
二
郎
「
理
科
専
の
苦
難
時
代
を
思
う
」（
立
教
大
学
理
学
部
三
〇
年
史

編
集
小
委
員
会
編
『
立
教
大
学
理
学
部
三
〇
年
史
』
立
教
大
学
理
学
部
創
立

三
〇
周
年
記
念
会
、
一
九
七
九
年
）
二
七
五
～
二
七
七
頁
。

（
211
）	
「
立
教
工
業
理
科
専
門
学
校
Ｏ
Ｂ
座
談
会　

立
教
大
学
理
学
部
誕
生
の
経

緯
」
一
九
七
八
年
九
月
三
日
開
催
の
座
談
会
記
録
（
立
教
大
学
理
学
部
五
〇

周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
『
立
教
大
学
理
学
部
五
〇
年
誌
』（
立
教
大
学
理

学
部
五
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
）
一
五
四
～
一
六
四



975

注　第三編　第五章

頁
。
理
科
専
門
学
校
設
立
経
緯
に
関
す
る
相
沢
の
発
言
は
同
書
一
五
四
～
一

五
五
頁
。

	
　

な
お
、
こ
の
座
談
会
の
中
で
相
沢
は
、
経
営
難
に
陥
っ
て
い
た
帝
国
石
油

学
院
柏
崎
石
油
鉱
山
専
門
学
校
の
合
併
の
相
談
が
も
ち
あ
が
り
、
松
崎
半
三

郎
と
相
沢
煕
の
力
に
よ
っ
て
合
併
す
る
こ
と
が
四
三
年
一
二
月
に
は
固
ま
っ

た
と
話
し
て
い
る
が
（
同
、
一
五
五
頁
）、
柏
崎
石
油
鉱
山
専
門
学
校
は
一

九
四
五
年
度
に
採
油
科
一
科
で
開
校
し
て
い
る
（『
文
部
省
第
七
十
三
年
報　

昭
和
二
十
年
度
』）。
豊
田
雅
幸
「
立
教
学
院
に
お
け
る
新
制
大
学
へ
の
移
行

―
理
学
部
開
設
問
題
を
中
心
に
―
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
三
号
、
二
〇

〇
五
年
三
月
）
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
廃
校
と
な
る
柏
崎
石
油
鉱
山
専

門
学
校
生
徒
や
東
亜
石
油
工
業
専
門
学
校
生
徒
の
受
け
入
れ
を
行
な
っ
た
の

は
敗
戦
後
で
あ
り
（
同
、
一
二
一
頁
、
一
三
六
頁
）、
相
沢
が
座
談
会
で
言

及
し
た
柏
崎
石
油
鉱
山
専
門
学
校
生
徒
の
転
入
学
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
は

慎
重
に
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
212
）	

前
掲
『
立
教
学
院
設
立
沿
革
誌
』
一
二
六
～
一
二
七
頁
。
前
掲
『
立
教
学

院
八
十
五
年
史
』
五
二
五
～
五
二
六
頁
。

（
213
）	

一
九
四
四
年
三
月
一
一
日
文
部
省
告
示
第
二
四
二
号
（『
官
報
』
第
五
一

四
六
号
、
一
九
四
四
年
三
月
一
一
日
）。

（
214
）	

地
質
探
鉱
科
へ
の
入
学
者
は
、
一
九
四
四
年
度
、
四
五
年
度
に
限
定
さ
れ

て
お
り
、
四
四
年
度
入
学
者
一
二
〇
名
は
、
三
年
生
と
な
る
四
六
年
度
に
は

三
二
名
に
、
四
五
年
度
入
学
者
一
二
一
名
は
、
三
年
生
と
な
る
四
七
年
度
に

は
一
九
名
に
激
減
し
た
（『
文
部
省
第
七
十
二
年
報　

昭
和
十
九
年
度
』
か

ら
『
文
部
省
第
七
十
五
年
報　

昭
和
二
十
二
年
度
』）。

（
215
）	

『
文
部
省
第
七
十
二
年
報　

昭
和
十
九
年
度
』（
一
九
七
九
年
復
刻
）
三
七

五
～
三
七
八
頁
。

（
216
）	

四
四
年
認
可
の
一
七
校
と
認
可
月
日
は
以
下
の
通
り
。
同
志
社
工
業
専
門

学
校
（
一
九
四
四
年
三
月
三
日
文
部
省
告
示
第
一
八
九
号
。
二
月
二
五
日
認

可
）、
福
知
山
工
業
専
門
学
校
（
三
月
三
日
文
部
省
告
示
第
一
九
〇
号
。
二

月
二
五
日
認
可
）、
甲
陽
工
業
専
門
学
校
（
三
月
六
日
文
部
省
告
示
第
二
〇

五
号
。
二
月
二
五
日
認
可
）、
立
教
理
科
専
門
学
校
（
三
月
一
一
日
文
部
省

告
示
第
二
四
二
号
。
三
月
一
日
認
可
）、
青
山
学
院
工
業
専
門
学
校
（
三
月

一
一
日
文
部
省
告
示
第
二
四
三
号
。
三
月
一
日　

認
可
）、
財
団
法
人
法
政

大
学
設
立
航
空
工
業
専
門
学
校
（
三
月
一
六
日
文
部
省
告
示
第
二
七
一
号
。

三
月
一
日
認
可
）、
東
亜
石
油
工
業
専
門
学
校
（
三
月
二
四
日
文
部
省
告
示

第
三
二
一
号
。
三
月
三
日
認
可
）、
工
学
院
工
業
専
門
学
校
（
四
月
五
日
文

部
省
告
示
第
四
〇
〇
号
。
三
月
八
日
認
可
）、
国
防
理
工
学
園
電
波
科
学
専

門
学
校
（
四
月
五
日
文
部
省
告
示
第
四
〇
一
号
。
三
月
八
日
認
可
）、
大
日

本
滑
空
工
業
専
門
学
校
（
四
月
一
一
日
文
部
省
告
示
第
四
六
一
号
。
三
月
一

〇
日
認
可
）、
関
東
学
院
航
空
工
業
専
門
学
校
（
四
月
一
一
日
文
部
省
告
示

第
四
六
一
号
。
三
月
一
〇
日
認
可
）、
久
我
山
電
波
工
業
専
門
学
校
（
四
月

一
一
日
文
部
省
告
示
第
四
六
一
号
。
三
月
一
〇
日
認
可
）、
中
央
工
業
専
門

学
校
（
四
月
一
七
日
文
部
省
告
示
第
五
〇
四
号
。
三
月
一
三
日
認
可
）、
東

北
学
院
航
空
工
業
専
門
学
校
（
四
月
二
二
日
文
部
省
告
示
第
五
三
八
号
。
三

月
一
五
日
認
可
）、
芝
浦
工
業
専
門
学
校
（
四
月
二
二
日
文
部
省
告
示
第
五

三
八
号
。
三
月
一
五
日
認
可
）、
関
西
工
業
専
門
学
校
（
五
月
九
日
文
部
省

告
示
第
六
六
三
号
。
三
月
二
〇
日
認
可
）、
東
京
明
治
工
業
専
門
学
校
（
四

月
二
九
日
認
可
。『
官
報
』
で
は
確
認
で
き
ず
。
前
掲
『
明
治
大
学
百
年
史　

第
四
巻　

通
史
編
Ⅱ
』
年
表
よ
り
）。

（
217
）	

前
掲
「
東
京
都
経
由　

立
教
理
科
専
門
学
校
設
置
認
可
並
三
辺
金
蔵
校
長

認
可
」。
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（
218
）	

『
文
部
省
第
七
十
二
年
報　

昭
和
十
九
年
度
』（
一
九
七
九
年
復
刻
発
行
）

三
七
六
頁
。
な
お
、
こ
の
年
度
に
開
校
し
た
同
志
社
工
業
専
門
学
校
は
一
〇
．

六
倍
、
関
西
工
業
専
門
学
校
は
一
八
．
九
倍
、
財
団
法
人
法
政
大
学
設
立
航

空
工
業
専
門
学
校
は
九
．
七
倍
で
あ
り
、
学
科
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
は
あ

る
も
の
の
工
業
専
門
学
校
へ
の
入
学
は
全
般
的
に
高
倍
率
の
競
争
と
な
っ
た
。

（
219
）	

一
九
四
五
年
三
月
三
一
日
に
名
称
変
更
を
認
可
さ
れ
た
こ
と
は
、
一
九
四

五
年
六
月
一
八
日
文
部
省
告
示
第
八
五
号
（『
官
報
』
第
五
五
二
七
号
、
一

九
四
五
年
六
月
一
八
日
）
に
よ
る
。

（
220
）	

『
昭
和
二
十
一
年
度　

収
納
簿　

立
教
工
業
理
科
専
門
学
校
』
の
一
九
四

六
年
度
の
三
年
生
の
な
か
、
放
電
化
学
、
繊
維
化
学
、
醸
造
化
学
、
油
脂
化

学
の
分
科
に
属
す
る
生
徒
の
名
前
が
見
え
、『
昭
和
二
十
二
年
度　

収
納
簿　

立
教
工
業
理
科
専
門
学
校
』
の
一
九
四
七
年
度
の
三
年
生
の
な
か
に
醸
造
化

学
と
油
脂
化
学
の
分
科
に
属
す
る
生
徒
の
名
前
が
見
え
る
。
た
だ
し
、
四
七

年
度
に
は
放
電
化
学
と
繊
維
化
学
の
分
科
は
見
ら
れ
な
い
。『
昭
和
廿
三
年

度　

収
納
簿　

立
教
工
業
理
科
専
門
学
校
』
の
一
九
四
八
年
度
の
三
年
生
は
、

工
業
経
営
科
か
工
業
化
学
科
の
所
属
と
な
っ
て
お
り
、
工
業
化
学
科
の
な
か

の
分
科
は
見
ら
れ
な
い
。

（
221
）	

『
文
部
省
第
七
十
二
年
報　

昭
和
十
九
年
度
』
か
ら
『
文
部
省
第
七
十
六

年
報　

昭
和
二
十
三
年
度
』。

（
222
）	

立
教
工
業
理
科
専
門
学
校
を
一
九
五
〇
年
三
月
限
り
で
廃
止
す
る
こ
と
が
、

一
九
五
〇
年
四
月
二
八
日
に
認
可
さ
れ
た
（
一
九
五
〇
年
五
月
一
一
日
文
部

省
告
示
第
三
一
号
（『
官
報
』
第
六
九
九
六
号
、
一
九
五
〇
年
五
月
一
一
日
）。

（
223
）	

東
亜
石
油
工
業
専
門
学
校
は
、
横
浜
市
保
土
ケ
谷
に
一
九
四
四
年
四
月
一

日
開
校
、
一
九
四
五
年
一
一
月
八
日
廃
止
の
専
門
学
校
（
一
九
四
四
年
四
月

一
日
開
校
を
三
月
三
日
認
可
。
文
部
省
告
示
第
三
二
一
号
。『
官
報
』
一
九

四
四
年
三
月
二
四
日
。
一
九
四
五
年
一
一
月
八
日
廃
止
を
同
日
認
可
。
文
部

省
告
示
第
一
一
二
号
。『
官
報
』
一
九
四
五
年
一
一
月
二
一
日
）。
設
立
者
は

財
団
法
人
東
亜
石
油
工
学
院
。『
昭
和
二
十
年
四
月　

収
納
簿　

立
教
工
業

理
科
専
門
学
校
』
に
よ
れ
ば
、
東
亜
石
油
工
業
専
門
学
校
か
ら
工
業
化
学
科

一
年
に
五
一
名
、
工
業
経
営
科
一
年
に
六
七
名
、
工
業
化
学
科
二
年
に
六
七

名
、
工
業
経
営
科
二
年
に
一
三
名
の
転
入
が
確
認
で
き
る
。

（
224
）	

柏
崎
石
油
鉱
山
専
門
学
校
は
、
新
潟
県
柏
崎
市
に
一
九
四
五
年
四
月
開
校
、

一
九
四
八
年
三
月
限
り
廃
止
と
な
っ
た
専
門
学
校
（
一
九
四
五
年
四
月
開
校

を
三
月
一
〇
日
認
可
。
文
部
省
告
示
第
六
七
号
。『
官
報
』
一
九
四
五
年
四

月
二
一
日
。
一
九
四
八
年
三
月
限
り
廃
止
を
三
月
三
一
日
認
可
。
文
部
省
告

示
第
六
七
号
。『
官
報
』
一
九
四
八
年
七
月
一
四
日
）。
設
立
者
は
財
団
法
人

帝
国
石
油
学
院
。

（
225
）	

前
掲
「
立
教
学
院
に
お
け
る
新
制
大
学
へ
の
移
行
―
理
学
部
開
設
問
題
を

中
心
に
―
」。

（
226
）	

『
文
部
省
第
七
十
二
年
報　

昭
和
十
九
年
度
』
か
ら
『
文
部
省
第
七
十
六

年
報　

昭
和
二
十
三
年
度
』。

（
227
）	

前
掲
「
中
島
飛
行
機
へ
の
学
徒
勤
労
動
員
―
林
篤
よ
り
の
聞
書
―
〔
一
九

四
四
（
昭
和
一
九
）
年
〕
生
い
立
ち
と
軍
隊
ぎ
ら
い
に
な
っ
た
体
験
」〔
山
田

昭
次
に
よ
る
一
九
九
五
年
三
月
一
九
日
聞
書
。〕（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年

史
』
資
料
編
第
一
巻
、
四
六
四
～
四
六
八
頁
所
収
）。

（
228
）	

一
九
四
五
年
二
月
八
日
陸
軍
省
令
第
六
号
。『
官
報
』
一
九
四
五
年
二
月

八
日
。

（
229
）	
『
昭
和
十
九
年
度　

収
納
簿　

立
教
理
科
専
門
学
校
』、『
昭
和
二
十
年
四

月　

収
納
簿　

立
教
工
業
理
科
専
門
学
校
』。

（
230
）	

前
掲
「
立
教
学
院
に
お
け
る
新
制
大
学
へ
の
移
行
―
理
学
部
開
設
問
題
を
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中
心
に
―
」
一
二
一
～
一
二
二
頁
。

	
　
『
昭
和
二
十
年
四
月　

収
納
簿　

立
教
工
業
理
科
専
門
学
校
』
に
よ
れ
ば
、

一
九
四
五
年
度
の
収
納
簿
に
掲
載
さ
れ
た
生
徒
で
、
一
三
二
名
が
一
年
修
了

を
も
っ
て
予
科
へ
転
じ
、
九
三
名
が
二
年
修
了
を
も
っ
て
予
科
へ
転
じ
て
い

る
。
い
ず
れ
で
も
、
学
年
の
二
割
弱
の
生
徒
が
予
科
へ
転
じ
た
こ
と
に
な
る
。

	

　

な
お
、『
文
部
省
年
報
』
の
記
載
か
ら
判
明
す
る
四
六
年
度
か
ら
四
八
年

度
の
入
学
者
内
訳
で
は
、
四
六
年
度
は
、
工
業
経
営
科
「
中
学
校
及
高
等
女

学
校
卒
業
者
」
七
九
・
実
業
学
校
卒
業
者
三
九
で
計
一
一
八
名
、
工
業
化
学

科
「
中
学
校
及
高
等
女
学
校
卒
業
者
」
七
〇
・
実
業
学
校
卒
業
者
四
二
で
計

一
一
二
名
、
四
七
年
度
は
、
工
業
経
営
科
「
中
学
校
及
高
等
女
学
校
卒
業

者
」
八
四
・
実
業
学
校
卒
業
者
三
一
で
計
一
一
五
名
、
工
業
化
学
科
「
中
学

校
及
高
等
女
学
校
卒
業
者
」
三
三
・
実
業
学
校
卒
業
者
七
で
計
四
〇
名
、
四

八
年
度
は
、
工
業
経
営
科
「
中
学
校
及
高
等
女
学
校
卒
業
者
」
一
三
〇
・
実

業
学
校
卒
業
者
一
六
で
計
一
四
六
名
、
工
業
化
学
科
「
中
学
校
及
高
等
女
学

校
卒
業
者
」
五
二
・
実
業
学
校
卒
業
者
一
六
で
計
六
八
名
と
な
っ
て
お
り
、

実
業
学
校
卒
業
者
が
入
学
者
の
約
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。

（
231
）	

『
文
部
省
第
七
十
五
年
報　

昭
和
二
十
二
年
度
』（
一
九
七
九
年
復
刻
）。
そ

の
記
載
に
よ
る
と
、
一
九
四
六
年
度
卒
業
者
二
六
六
名
の
う
ち
、
漁
業
管
理

人
職
員
一
／
精
巧
工
業
技
術
者
職
員
一
二
／
化
学
工
業
技
術
者
職
員
監
督
一

八
／
其
の
他
の
工
業
的
職
業
に
従
事
す
る
者
三
／
物
品
販
売
業
主
四
／
官
公

吏
二
／
学
術
研
究
に
従
事
す
る
者
三
と
な
っ
て
お
り
、 

上
級
学
校
の
入
学
者

一
七
六
名
、
其
の
他
の
無
職
者
、
職
業
の
申
告
な
き
者
四
七
名
と
あ
る
。

（
232
）	

『
文
部
省
第
七
十
二
年
報　

昭
和
十
九
年
度
』
か
ら
『
文
部
省
第
七
十
六

年
報　

昭
和
二
十
三
年
度
』
に
よ
る
。
な
お
、
一
九
四
五
年
度
に
つ
い
て
は

記
載
が
な
い
。

（
233
）	

本
節
一
項
か
ら
三
項
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
直
接
の
先
行
業
績
と
し
て
、

永
井
均
、
豊
田
雅
幸
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
に
関
す
る
若
干
の

考
察
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）、
永
井
均
、
豊

田
雅
幸
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
」（
前
掲
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス

ク
ー
ル
と
戦
争
』）、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
立
教
大
学
の
歴
史
』

（
再
版
、
立
教
学
院
、
二
〇
〇
八
年
）
第
八
章
を
参
照
し
、
そ
の
研
究
成
果

を
踏
ま
え
て
い
る
。
ま
た
、
山
田
昭
次
「
立
教
学
院
戦
争
責
任
論
覚
書
」（
前

掲
『
立
教
学
院
史
研
究
』
創
刊
号
の
視
点
、
問
題
提
起
も
参
照
し
て
い
る
。

（
234
）	

「
戦
争
！
此
の
躍
進
／
山
田
教
授
涙
の
出
征
／
愛
兒
に
別
れ
の
接
吻
を
残

し
て
満
洲
へ
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
〇
九
号
、
一
九
三
二
年
三
月
一
六

日
）
二
面
。

（
235
）	

「
出
征
学
生
の
特
典
／
無
試
験
で
及
第
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
一
〇
号
、

一
九
三
二
年
四
月
二
二
日
）
五
面
。

（
236
）	

同
右
。

（
237
）	

「
校
報
・
雑
報
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
四
巻
第
九
号
、
一
九
三
七
年
九
月

二
九
日
）
一
三
頁
。

（
238
）	

前
掲
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
」
参
照
。「
応
召
校
友
氏
名
」

（『
立
教
学
院
学
報
』
第
四
巻
第〔
マ
マ
〕

九
号
、
一
九
三
七
年
一
一
月
一
日
）
五
頁
。

（
239
）	

前
掲
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
」
参
照
。「
応
召
校
友
諸
氏
芳

名
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
四
巻
第
一
〇
号
、
一
九
三
七
年
一
一
月
二
九
日
）

七
頁
。

（
240
）	
「
応
召
中
の
立
教
大
学
出
身
者
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
五
巻
秋
季
号
、
一

九
三
九
年
一
一
月
三
〇
日
）
八
～
一
〇
頁
。

（
241
）	

前
掲
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
」
四
四
六
、
四
七
二
頁
。

（
242
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
三
巻
所
収
の
「（
附
）
立
教
学
院
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関
係
戦
没
者
名
簿
」
の
一
九
三
九
年
三
月
卒
業
者
よ
り
。
予
科
の
入
学
年
度

で
は
本
来
、
学
部
卒
業
は
一
九
三
九
年
三
月
の
予
定
だ
っ
た
が
、
文
学
部
一

年
を
経
た
後
、
経
済
学
部
一
年
に
入
学
し
て
い
る
た
め
、
入
営
が
な
け
れ
ば

一
九
四
〇
年
三
月
に
卒
業
予
定
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
243
）	
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
三
巻
所
収
の
「（
附
）
立
教
学
院

関
係
戦
没
者
名
簿
」
の
一
九
四
一
年
一
二
月
卒
業
者
、
一
九
四
二
年
九
月
卒

業
者
、
一
九
四
三
年
九
月
卒
業
者
。

（
244
）	

太
田
久
元
「
史
料
紹
介
『
支
那
事
変
出
征
校
友
関
係
文
書
』」（『
立
教
学
院

史
研
究
』
第
一
九
号
、
二
〇
二
二
年
）
参
照
。「
支
那
事
変
出
征
校
友
関
係

文
書
」
は
、
立
教
大
学
庶
務
課
が
保
管
し
て
い
た
日
中
戦
争
に
出
征
し
た
卒

業
者
、
在
学
生
、
教
職
員
、
保
護
者
か
ら
立
教
大
学
に
送
付
さ
れ
た
書
簡
三

七
件
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
一
九
三
七
年
か
ら
三
九
年
に
か
け
て
の
時
期
の

も
の
。

（
245
）	

同
右
、
三
五
～
三
六
頁
参
照
。「
出
征
中
の
和
田
正
俊
教
授
よ
り
左
の
通

信
あ
り
た
り
。」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
五
巻
第
一
号
、
一
九
三
八
年
一
月
三

一
日
）
六
、
一
三
頁
。

（
246
）	

前
掲
「
史
料
紹
介
『
支
那
事
変
出
征
校
友
関
係
文
書
』」
三
六
頁
。

（
247
）	

『
立
教
学
院
学
報
』
第
六
巻
第
二
号
（
一
九
四
〇
年
五
月
二
八
日
）
に
は
、

和
田
の
一
九
三
八
年
五
月
の
戦
闘
で
の
負
傷
を
振
り
返
っ
た
「
負
傷
後
日
物

語
」（
一
九
三
九
年
四
月
の
日
付
の
も
の
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外

に
も
「
支
那
事
変
出
征
校
友
関
係
文
書
」
の
中
に
何
点
か
の
書
簡
が
残
さ
れ

て
い
る
（
前
掲
「
史
料
紹
介
『
支
那
事
変
出
征
校
友
関
係
文
書
』」
参
照
）。

な
お
、
一
九
四
〇
年
、
四
一
年
四
月
二
〇
日
現
在
の
予
科
専
任
教
員
一
覧
に

は
和
田
の
名
前
が
あ
る
が
、
四
二
年
の
一
覧
に
は
名
前
が
な
く
、
四
三
年
四

月
二
〇
日
現
在
の
一
覧
に
は
名
前
は
あ
っ
て
応
召
中
と
記
載
さ
れ
て
い
る

（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
四
四
三
～
五
〇
三
頁
）。
戦
後
の
和
田
は
、
立
教
高
等

学
校
に
五
六
年
四
月
か
ら
七
三
年
三
月
（
五
六
～
六
三
年
、
六
八
～
七
二
年

は
兼
任
講
師
）
ま
で
国
語
（
漢
文
）
担
当
の
教
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り

（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
三
巻
、
二
一
四
頁
）、
立
教
中
学

校
の
講
師
と
し
て
も
五
六
年
四
月
か
ら
六
〇
年
三
月
ま
で
勤
務
し
て
い
る

（
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』

立
教
中
学
校
、
一
九
九
八
年
、
三
二
九
頁
）。

（
248
）	

前
掲
「
史
料
紹
介
『
支
那
事
変
出
征
校
友
関
係
文
書
』」
の
解
説
参
照
。

（
249
）	

同
右
、
四
九
頁
。

（
250
）	

同
右
、
五
三
頁
。

（
251
）	

「
戦
線
だ
よ
り
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
六
巻
第
一
号
、
一
九
四
〇
年
一
月

二
八
日
）
八
面
。

（
252
）	

同
右
。

（
253
）	

「
校
報
・
雑
報
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
五
巻
第
二
・
三
号
、
一
九
三
八
年

三
月
二
六
日
）
二
二
頁
。

（
254
）	

「
戦
死
者
慰
霊
祭
」（
前
掲
『
立
教
学
院
学
報
』
第
五
巻
秋
季
号
）
四
頁
。

前
掲
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
」
四
五
三
頁
。

（
255
）	

こ
の
時
の
高
松
孝
治
に
よ
る
説
教
は
、『
立
教
学
院
校
友
名
誉
之
戦
死
者　

記
念
牌
除
幕
礼
拝
式
説
教　

名
誉
の
戦
死
者
』（
聖
ア
ン
デ
レ
同
胞
会
、
一
九

三
九
年
六
月
）
と
い
う
一
二
頁
の
非
売
品
の
印
刷
物
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ

の
印
刷
物
の
編
輯
兼
発
行
者
は
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
で
あ
っ
た
。

（
256
）	
前
掲
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
」
四
五
三
～
四
五
四
頁
。

（
257
）	
同
右
、
四
五
四
頁
。

（
258
）	

「
新
年
の
辞
」（
前
掲
『
立
教
学
院
学
報
』
第
六
巻
第
一
号
）
一
面
。

（
259
）	

前
掲
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
」
四
五
五
頁
。
前
掲
「
立
教
学
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院
戦
争
責
任
論
覚
書
」
も
参
照
の
こ
と
。

（
260
）	

前
掲
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
」
四
五
五
頁
。

（
261
）	
「
勇
魂
六
柱
を
迎
へ
／
大
東
亜
戦
初
の
慰
霊
祭
／
本
学
礼
拝
堂
に
て
挙
行
」

（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
九
号
、
一
九
四
二
年
六
月
一
〇
日
）
一
面
。
前
掲

「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
」
四
五
六
頁
参
照
。

（
262
）	

同
右
。

（
263
）	

前
掲
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
」
四
五
九
頁
。

（
264
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
四
〇
八
頁
。
前
掲
「
立

教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
」
四
六
〇
頁
。

（
265
）	

「
学
院
礼
拝
堂
閉
鎖
さ
る
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
第
一
三
号
、
一
九
四
二
年

一
〇
月
一
〇
日
）
一
面
。

（
266
）	

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
六
二
六
頁
。
チ
ャ
ペ
ル

が
完
全
に
機
能
停
止
し
た
の
は
一
九
四
三
年
三
月
末
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る

（
同
書
、
六
二
五
頁
。「
チ
ャ
ペ
ル
閉
鎖
の
件
」
解
題
）。

（
267
）	

前
掲
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
」
四
五
七
頁
。

（
268
）	

大
島
宏
「『
基
督
教
主
義
ニ
ヨ
ル
教
育
』
か
ら
『
皇
国
ノ
道
ニ
ヨ
ル
教
育
』

へ
」（
前
掲
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
』）
参
照
。

（
269
）	

前
掲
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
」
四
五
七
頁
。

（
270
）	

同
右
、
四
六
九
頁
。

（
271
）	

前
掲
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
一
四

一
～
一
四
二
頁
の
「
被
慰
霊
者
一
覧
」。

（
272
）	

修
業
年
限
・
在
学
年
限
の
短
縮
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
同
右
一
一
四
～
一

一
五
頁
に
所
収
さ
れ
た
、
大
島
宏
作
成
の
「
修
業
年
限
・
在
学
年
限
の
短

縮
」
の
表
を
参
照
の
こ
と
。

（
273
）	

西
山
伸
「
1
9
3
9
年
の
兵
役
法
改
正
を
め
ぐ
っ
て
―
「
学
徒
出
陣
」
へ

の
第
一
の
画
期
と
し
て
―
」（『
京
都
大
学
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
一
三
号
、

二
〇
一
五
年
三
月
）、
西
山
伸
「
徴
集
猶
予
停
止
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問

題
に
つ
い
て
」（『
京
都
大
学
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
一
四
号
、
二
〇
一
六
年

三
月
）、
西
山
伸
「
戦
時
期
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
の
在
学
・
修
業
年
限

短
縮
に
つ
い
て
」（『
京
都
大
学
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
一
五
号
、
二
〇
一
七

年
三
月
）、
西
山
伸
「
1
9
4
3
年
夏
の
大
量
動
員
―「
学
徒
出
陣
」
の
先
駆

と
し
て
―
」（『
京
都
大
学
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
八
年
三

月
）、
西
山
伸
「
戦
争
末
期
の
『
学
徒
出
陣
』」（『
近
代
日
本
研
究
』
第
三
五

巻
、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
二
月
）。
四
つ
の
画
期

は
西
山
伸
の
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
よ
る
。

（
274
）	

一
九
四
三
年
一
二
月
二
〇
日
陸
軍
省
令
第
四
八
号
（『
官
報
』
第
五
〇
三

二
号
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
二
〇
日
）。

（
275
）	

前
掲
「
1
9
4
3
年
夏
の
大
量
動
員
―「
学
徒
出
陣
」
の
先
駆
と
し
て
―
」。

（
276
）	

林
英
夫
「
立
教
に
戦
争
が
来
た
」（『
立
教
』
第
一
五
三
号
、
一
九
九
五
年

五
月
）
六
頁
。

（
277
）	

前
掲
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
一
〇

九
～
一
一
〇
頁
、
前
掲
『
立
教
大
学
の
歴
史
』
一
六
九
頁
、
前
掲
「
立
教
学

院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
」
四
五
〇
頁
。

（
278
）	

収
納
簿
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
宮
川
英
一
「
経
理
課
所
蔵
『
収
納
簿
』
か

ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・
生
徒
の
在
籍
者
数
推
計
（
一
）」（『
立
教
学
院
史
研

究
』
第
一
八
号
、
二
〇
二
一
年
二
月
）
参
照
。

（
279
）	
文
学
部
に
つ
い
て
一
九
四
四
年
一
〇
月
の
九
名
の
入
学
と
九
名
全
員
が

「
入
営
者
」
で
あ
る
と
文
部
省
に
届
け
出
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

前
掲
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
一
一
八

頁
。
た
だ
し
、
学
籍
簿
、
収
納
簿
と
も
に
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
の
文
学
部
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入
学
者
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

	

　

な
お
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
文
学
部
入
学
者
か
ら
一
名
（
史
学
科
）、
一

九
四
三
年
一
〇
月
の
文
学
部
入
学
者
か
ら
六
名
（
い
ず
れ
も
哲
学
科
）
が
、

一
九
四
四
年
四
月
三
〇
日
附
で
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
に
転
学
し
て
い
る
。

（
280
）	
一
九
四
二
年
予
科
入
学
者
の
場
合
、
入
学
時
点
で
は
予
科
文
科
あ
る
い
は

予
科
商
科
に
入
学
し
て
一
年
を
修
了
し
た
後
、
一
九
四
四
年
三
月
の
予
科
二

年
の
修
了
時
に
は
全
員
が
予
科
商
科
に
転
じ
、
そ
の
ま
ま
予
科
商
科
三
年
を

修
了
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
281
）	

一
九
四
三
年
度
予
科
収
納
簿
の
二
年
生
（
一
～
五
組
）
の
う
ち
、「
兵
」

の
書
き
込
み
の
あ
る
生
徒
が
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
経
済
学
部
入
学
Ｃ
組
の

学
生
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。

（
282
）	

Ｃ
組
全
員
の
名
前
が
「
昭
和
十
八
年
起　

入
営
学
生
簿　

経
済
学
部
文
学

部　

学
部
教
務
課　

重
要
書
類
」（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
に
記

載
さ
れ
て
い
る
。

（
283
）	

収
納
簿
に
お
い
て
、
一
九
四
四
年
度
に
兵
役
に
就
い
た
こ
と
を
示
す
記
載

の
あ
る
生
徒
計
二
九
名
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
四
四
年
度
一
年
生
の
う
ち

特
別
幹
部
候
補
生
の
記
載
は
一
一
名
（
こ
の
う
ち
七
名
が
四
五
年
四
月
以
降

に
入
営
休
学
）、
陸
軍
経
理
学
校
、
兵
学
校
、
陸
軍
予
備
士
官
学
校
入
学
の

た
め
の
退
学
三
名
、
入
営
・
入
隊
の
た
め
の
休
学
一
五
名
（
う
ち
三
名
は
四

五
年
二
月
八
日
以
前
の
入
営
。
七
名
は
四
五
年
二
月
八
日
か
ら
三
月
三
一
日

ま
で
の
間
の
入
営
。
五
名
は
四
五
年
四
月
の
入
営
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二

九
名
の
う
ち
四
四
年
度
の
収
納
簿
の
み
記
載
が
あ
る
該
当
者
は
八
名
、
四
五

年
度
の
収
納
簿
に
も
記
載
が
あ
る
該
当
者
二
一
名
で
あ
る
。

	

　

一
九
四
五
年
度
の
収
納
簿
で
は
、
兵
役
に
就
い
た
こ
と
が
わ
か
る
記
載
が

あ
る
生
徒
計
三
〇
四
名
で
あ
り
、
一
九
四
四
年
度
、
一
九
四
五
年
度
の
入
学

者
で
兵
役
に
就
い
た
こ
と
が
わ
か
る
記
載
の
あ
る
生
徒
は
計
三
一
二
名
で
あ

る
。

（
284
）	

渡
邊
太
平
（
一
九
四
一
年
九
月
立
教
大
学
予
科
入
学
、
一
九
四
三
年
一
〇

月
経
済
学
部
国
家
経
済
学
科
入
学
）
の
戦
死
と
、
寄
せ
書
き
の
あ
る
日
の
丸

の
旗
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
西
原
廉
太
編
『
寄
せ
書
き
の
あ
る
旗
』（
立
教
学

院
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
七
日
に
祈
念

礼
拝
「
平
和
を
祈
る
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
た
。

（
285
）	

前
掲
「
立
教
学
院
戦
争
責
任
論
覚
書
」
参
照
の
こ
と
。

（
286
）	

前
掲
一
九
四
三
年
一
二
月
二
〇
日
陸
軍
省
令
第
四
八
号
。

（
287
）	

「
在
内
地
朝
鮮
学
生
戦
時
非
常
措
置
指
導
対
策
」
朝
鮮
奨
学
会
、
一
九
四

三
年
一
〇
月
一
九
日
（「
本
邦
ニ
於
ケ
ル
教
育
制
度
並
状
況
関
係
雑
件　

朝

鮮
関
係　

朝
鮮
奨
学
会
関
係　

昭
和
十
八
年
」
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
）。

（
288
）	

一
九
四
三
年
一
〇
月
二
七
日
付
財
団
法
人
朝
鮮
奨
学
会
理
事
長
川
岸
文
三

郎
発
管
理
局
長
宛
「
内
鮮
教
育
関
係
者
懇
談
会
状
況
報
告
ノ
件
」、（「
本
邦

ニ
於
ケ
ル
教
育
制
度
並
状
況
関
係
雑
件　

朝
鮮
関
係　

朝
鮮
奨
学
会
関
係　

昭
和
十
八
年
」
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
）。

（
289
）	

「
朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
学
徒
志
願
兵
制
度
ノ
実
施
状
況
」（「
朝
鮮
及
び
台
湾
在
住

民
政
治
処
遇
調
査
会
に
関
す
る
件
（
三
）」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。
水
野
直

樹
編
『
戦
時
期
植
民
地
統
治
資
料
』
第
四
巻
、
柏
書
房
、
一
九
九
八
年
、
二

七
六
頁
所
収
）。

（
290
）	

塚
﨑
昌
之
「
朝
鮮
人
徴
兵
制
度
に
つ
い
て
（
第
一
回
）『
特
別
志
願
兵
』
制

度
の
実
態
」（『
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
第
一
五
二
号
、
二
〇
二
〇
年
）
五
四
頁
。

（
291
）	
「
陸
軍
特
別
志
願
兵
」（「
本
邦
内
政
関
係
雑
纂　

植
民
地
関
係
」
第
六
巻
、

外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
。
前
掲
『
戦
時
期
植
民
地
統
治
資
料
』
第
四
巻
、

二
八
二
頁
所
収
）。
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（
292
）	

一
九
四
三
年
一
一
月
二
四
日
付
立
教
大
学
総
長
事
務
取
扱
三
辺
金
蔵
発
文

部
省
専
門
教
育
局
長
宛
「
朝
鮮
人
学
生
生
徒
数
調
査
ニ
関
ス
ル
回
報
ノ
件
」

（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」No.201009-033　

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー

所
蔵
）。

（
293
）	

一
九
四
三
年
六
月
一
七
日
付
立
教
大
学
総
長
事
務
取
扱
三
辺
金
蔵
発
文
部

大
臣
官
房
文
書
課
長
宛
「
台
湾
ヨ
リ
在
学
ス
ル
学
生
々
徒
数
等
調
査
ニ
関
ス

ル
回
報
ノ
件
」（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」N

o.201009-122　

立
教
学
院
史

資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
294
）	

前
掲
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
」
四
五
一
頁
。

（
295
）	

前
掲
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩
と
受
難
」（
前
掲
『
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
―
立
教
学
院
の
デ
ィ
レ
ン
マ
』
四
三
五
頁
）。

（
296
）	

一
九
四
五
年
一
一
月
二
八
日
付
文
部
省
学
校
教
育
局
長
田
中
耕
太
郎
発
大

学
・
高
等
専
門
学
校
長
・
教
員
養
成
諸
学
校
長
宛
「
朝
鮮
学
徒
ニ
関
ス
ル
調

査
ノ
件
」（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」N
o.201013-032-1　

立
教
学
院
史
資

料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。
一
九
四
六
年
一
月
一
〇
日
付
立
教
大
学
総
長
事
務
取

扱
須
藤
吉
之
祐
発
文
部
省
学
校
教
育
局
長
田
中
耕
太
郎
宛
「〔
朝
鮮
学
徒
ニ

関
ス
ル
調
査
ノ
件
に
つ
い
て
〕」（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」N

o.201013-

032-2　

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
297
）	

前
掲
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩
と
受
難
」
四
三
四
頁
。

（
298
）	

一
九
四
六
年
二
月
一
九
日
付
立
教
大
学
総
長
事
務
取
扱
須
藤
吉
之
祐
発
文

部
省
学
校
局
長
宛
「
朝
鮮
学
徒
調
査
ノ
件
」、（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」

N
o.201013-20　

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
299
）	

一
九
四
六
年
九
月
一
三
日
付
立
教
大
学
総
長
佐
々
木
順
三
発
文
部
省
学
校

教
育
局
長
宛
「
外
国
人
留
日
学
生
及
朝
鮮
台
湾
出
身
学
生
調
査
の
件
」、

（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」N

o.201017-038-2　

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン

タ
ー
所
蔵
）。

（
300
）	

「『
志
願
』
こ
そ
『
お
召
』
な
り
／
長
屋
報
道
部
長
語
る
」（『
京
城
日
報
』

一
九
四
三
年
一
一
月
三
日
朝
刊
）
一
面
。

（
301
）	

姜
徳
相
『
朝
鮮
人
学
徒
出
陣

―
も
う
一
つ
の
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』（
岩
波

書
店
、
一
九
九
七
年
）
七
九
頁
。

（
302
）	

同
右
、
七
一
頁
。

（
303
）	

同
右
、
二
〇
八
～
二
一
二
、
二
一
六
頁
。

（
304
）	

前
掲
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩
と
受
難
」
四
三
四
～
四
三
六

頁
。

（
305
）	

「
一
人
息
子
へ
長
距
離
電
話
／
征
く
令
息
へ
朴
元
代
議
士
が
激
励
」（『
京
城

日
報
』
一
九
四
三
年
一
一
月
七
日
朝
刊
）
三
面
。

（
306
）	

「
学
徒
よ
召
募
の
大
号
令
だ
／
逡
巡
し
て
千
載
に
貽
す
勿
れ
／
大
野
学
務

局
長
、
学
徒
、
父
兄
に
檄
」（『
京
城
日
報
』
一
九
四
三
年
一
一
月
五
日
朝
刊
）

一
面
。

（
307
）	

一
九
四
三
年
一
二
月
三
日
付
文
部
省
専
門
教
育
局
長
発
立
教
大
学
長
宛

「
朝
鮮
人
、
台
湾
人
特
別
志
願
兵
制
度
ニ
ヨ
リ
志
願
セ
ザ
リ
シ
学
生
生
徒
ノ

取
扱
ニ
関
ス
ル
件
」、（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」N

o.201009-025　

立
教

学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
308
）	

一
九
四
三
年
一
二
月
一
七
日
付
立
教
大
学
総
長
事
務
取
扱
三
辺
金
蔵
発
文

部
省
専
門
教
育
局
長
宛
「
朝
鮮
人
台
湾
人
特
別
志
願
兵
制
度
ニ
ヨ
リ
志
願
セ

ザ
リ
シ
学
生
生
徒
ニ
関
ス
ル
回
報
ノ
件
」（「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」N

o. 

201009-026　

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
309
）	
前
掲
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩
と
受
難
」
四
三
七
頁
。

（
310
）	

前
掲
「〔「
朝
鮮
学
徒
ニ
関
ス
ル
調
査
ノ
件
」
に
つ
い
て
〕」。

（
311
）	

「
陸
軍
特
別
志
願
兵
非
志
願
学
生
勤
務
状
況
調
査　

昭
和
十
九
年
四
月
二
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十
日
現
在
」
朝
鮮
奨
学
会
（
樋
口
雄
一
編
『
協
和
会
関
係
資
料
集
』
第
三
巻
、

緑
蔭
書
房
、
一
九
九
一
年
）。
前
掲
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩

と
受
難
」
四
三
七
頁
。

（
312
）	
陸
軍
省
令
第
五
三
号
（『
官
報
』
第
五
〇
五
一
号
、
一
九
四
三
年
一
一
月

一
二
日
）。

（
313
）	

前
掲
『
朝
鮮
人
学
徒
出
陣

―
も
う
一
つ
の
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
八
一
頁
。

（
314
）	

前
掲
「
戦
時
期
、
立
教
大
学
に
在
学
し
た
韓
国
人
か
ら
の
聞
き
書
き
と
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
」
三
頁
。

（
315
）	

「
朝
鮮
人
の
学
徒
出
陣

―
張
潤
傑
よ
り
の
聞
書
」（『
立
教
学
院
百
二
十
五

年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
四
六
三
頁
所
収
）。

（
316
）	

前
掲
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩
と
受
難
」
四
三
五
頁
。

（
317
）	

前
掲
「
戦
前
期
・
戦
中
期
立
教
大
学
在
学
韓
国
人
学
生
関
係
史
料
集
」
八

一
頁
。

（
318
）	

前
掲
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩
と
受
難
」
四
三
五
頁
。

（
319
）	

「
大
陸
의（
の
）戦
野
에（
に
）殊
勲
／
우
리（
わ
が
）学
兵
徳
永
兵
長
無
言
의（
の
）

凱
旋
」（『
毎
日
新
報
』
一
九
四
四
年
一
二
月
一
八
日
）
二
面
。

（
320
）	

前
掲
『
朝
鮮
人
学
徒
出
陣

―
も
う
一
つ
の
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
三
四
八

～
三
五
三
頁
。

（
321
）	

「
平
壌
学
兵
義
挙
事
件
判
決
文
」
朝
鮮
軍
管
区
臨
時
軍
法
会
議
平
壌
師
管

区
法
廷
、
一
九
四
五
年
六
月
一
〇
日
（
공
훈
전
자
사
료
관 

원
문
사
료
실 

「
宇
原
亨
浩 

등 

12
인 

판
결
문
」）。

（
322
）	

前
掲
「
朝
鮮
人
の
学
徒
出
陣

―
張
潤
傑
よ
り
の
聞
書
」（『
立
教
学
院
百

二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
四
六
三
頁
所
収
）。

（
323
）	

『
일
제
의 

조
선
인 

학
도
지
원
병 

제
도 

및 

동
원
부
대 

실
태
조
사
보
고
서 

（
日
帝
の
朝
鮮
人
学
徒
志
願
兵
制
度
お
よ
び
動
員
部
隊
実
態
調
査
報
告
書
）』

（
行
政
安
定
部
過
去
史
関
連
業
務
支
援
団
、
二
〇
一
七
年
）
八
〇
、
一
四
二

頁
。
張
俊
河
（
安
宇
植
訳
）『
石
枕
』（
上
）（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
一

年
）
四
頁
。

（
324
）	

金
俊
燁
（
黄
民
基
・
臼
杵
敬
子
訳
）『
長
征

―
朝
鮮
人
学
徒
兵
の
記
録
』

（
光
文
社
、
一
九
九
一
年
）
一
五
八
、
三
二
九
頁
。

（
325
）	

金
光
載
『
한
국
광
복
군
（
韓
国
光
復
軍
）』（
独
立
紀
念
館
韓
国
独
立
運
動

史
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）
二
四
〇
～
二
四
二
頁
。

（
326
）	

同
右
、
二
四
二
～
二
五
二
頁
。

（
327
）	

前
掲
『
日
帝
の
朝
鮮
人
学
徒
志
願
兵
制
度
お
よ
び
動
員
部
隊
実
態
調
査
報

告
書
』
一
四
二
頁
。

（
328
）	

一
九
四
七
年
六
月
二
五
日
付
立
教
大
学
総
長
佐
々
木
順
三
発
文
部
省
学
校

教
育
局
長
宛
「
外
国
人
留
学
生
調
査
に
つ
い
て
」、（「
立
教
大
学
庶
務
課
文

書
」N

o.201023-062-2　

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
329
）	

山
田
昭
次
「
立
教
大
学
出
身
朝
鮮
人
学
徒
兵
に
つ
い
て
（
続
）」（『
チ
ャ
ペ

ル
ニ
ュ
ー
ス
』
第
三
四
巻
第
一
号
、
立
教
学
院
諸
聖
徒
礼
拝
堂
、
一
九
九
五

年
一
月
）
二
一
頁
。

（
330
）	

同
右
、
二
〇
頁
。

（
331
）	

同
右
、
二
一
頁
。

（
332
）	

伊
吹
郷
「
時
代
の
朝
を
待
つ

―
尹
東
柱
の
留
学
か
ら
獄
死
ま
で
」（
尹
一

柱
編
・
伊
吹
郷
訳
『
空
と
風
と
星
と
詩　

尹
東
柱
全
詩
集
』
記
録
社
、
一
九

八
四
年
）
二
七
一
～
二
七
二
頁
。

（
333
）	
前
掲
「
昭
和
十
八
年
起　

入
営
学
生
簿　

経
済
学
部
文
学
部　

学
部
教
務

課　

重
要
書
類
」。

（
334
）	

水
野
直
樹
「
일
본 

유
학
시
절
의 

윤
동
주
와 

송
몽
규
（
日
本
留
学
時
節
の

尹
東
柱
と
宋
夢
奎
）」（
延
世
大
学
校
国
学
研
究
院
延
世
学
風
研
究
所
編
、
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『
윤
동
주
와 

그
의 

시
대
（
尹
東
柱
と
そ
の
時
代
）』
ヘ
ア
ン
、
二
〇
一
八
年
）
二

一
三
～
二
一
六
頁
。

（
335
）	
同
右
、
二
二
六
頁
。




